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序　　　　　文

独立行政法人国際協力機構（JICA）は、ベトナム社会主義共和国（以下、「ベトナム」と記す）

関係機関との討議議事録（R/D）に基づき、地球規模課題対応国際科学技術協力（SATREPS）「ベ

トナム北部中山間地域に適応した作物品種開発プロジェクト」を 2010 年 12 月から 5 カ年間の予

定で実施してきました。

今般、本プロジェクトの協力期間の終了を 2015 年 12 月に控え、進捗や実績を確認のうえで目

標及び成果達成に向けた貢献・阻害要因を分析すること、評価５項目（妥当性、有効性、効率性、

インパクト及び持続性）の観点から日本・ベトナム国側双方で総合的にプロジェクトを評価する

こと、及び今後の対策について提言を行うこと、教訓をまとめることを目的として、2015 年 7 月

20 日から 8 月 7 日まで終了時評価調査団を現地に派遣しました。

現地ではベトナム側の団員と合同評価調査団を形成し、評価結果を合同評価報告書に取りまと

め、ベトナム側の政府関係者と今後の方向性について協議し、ミニッツ（M/M）に署名を取り交

わしました。本報告書は、その結果を取りまとめたものであり、今後のプロジェクトの実施にあ

たり広く活用されることを願うものです。

終わりに本調査にご協力とご支援をいただいた内外の関係者の皆様に対し、心から感謝の意を

表します。

平成 27 年 10 月

独立行政法人国際協力機構

農村開発部長　北中　真人
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VNUA 植物生産生理学実験室ベトナム国立農業大学（VNUA）

Thai Nguyen 省での DCG72 試験栽培
（KD18 との比較）

供与資機材を用いた実験風景

An Khanh 試験圃場
（Thai Nguyen 種苗合資会社）

Thai Nguyen 省での
農民への聞き取り調査
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VNUA 学長表敬ST 稲作研究ステーション視察

Bat Xat ステーション
（Lao Cai 省種子センター）

Lao Cai 省種子センター

Soc Trang 省（ST）稲作研究ステーションLao Cai 省 Coc San コミューンでの
普及員への聞き取り



Nghe An 省 DCG72 試験栽培視察Nghe An 省 DCG72 試験栽培視察

ベトナム側 C/P による
ポスタープレゼンテーション

ベトナム側 C/P による
ポスタープレゼンテーション

ベトナム側 C/P による
ポスタープレゼンテーション

ベトナム側評価委員との
キックオフミーティング



農業農村開発省（MARD）での協議

合同評価報告書調印第 6 回合同調整委員会（JCC）における
評価結果発表
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ASEAN Association of South-East Asian Nations 東南アジア諸国連合

BNUE Biomass Nitrogen Use Efficiency バイオマス窒素利用効率
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Center of International Plant Research Vietnam/
Japan
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CRDI Crops Research and Development Institute 作物開発研究所
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Department of Agriculture and Rural 
Development

農業農村開発局

DCP Department of Crop Production 作物生産局
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GoV Government of Vietnam ベトナム政府
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PCR Polymerase Chain Reaction ポリメラーゼ連鎖反応

PDM Project Design Matrix
プロジェクト・デザイン・マトリッ

クス

PGR Panicle Growth Rate 穂成長速度

PO Plan of Operation 運営計画

PPRI Plant Protection Research Institute 植物保護研究所

PVP Plant Variety Protection 植物品種保護
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１－１　協力の背景と概要

ベトナム社会主義共和国（以下、「ベトナム」と記す）は、人口約 8,600 万人、国土面積約 33
万 km2、山岳・丘陵地帯を多く有する。ドイモイ政策後の工業化の進展で、農業従事者が全就

業者に占める割合や、農業部門の国内総生産に占める割合は低下したものの、農業生産の規模

自体は拡大しており、依然としてベトナムの主要産業となっている。なかでもベトナム国民の

主食であるコメは、外貨獲得の手段としても重要な地位を占めている。人口増加による食料需

要増加や作物収穫量の減少により、ベトナムでは長期的な「食料の安定供給」が課題となって

いるが、コメを中心とした主要農産物の生産は、南北の平野部（メコンデルタ、紅河デルタ）

に集中している。本案件の対象地域となる北部中山間地の稲作は、冷涼な気候により 40％の地

域で一期作のみが可能である。農業インフラの未整備等の面でも平野部との格差がみられ、農

業生産性は低く、慢性的な食料不足（コメ自給率：60 ～ 70％）への対応が求められている。

農業生産性の向上により、北部中山間地域における食料不足の改善及び貧困削減を図るため

には、同地域に適応した高収量、病虫害抵抗性及び早生稲新品種の開発・導入が求められる。

ベトナムでは、大学や政府機関が、長年にわたり稲品種開発技術に取り組んでおり、一定の

成果を上げてきたものの、交配と選抜を中心とした従来型の育種技術による品種開発のため、

新品種の開発に多大な時間を要している。遺伝子情報を駆使した先端的な育種技術の導入と改

良事業の効率化による近代化は、ベトナムの育種研究機関にとって重要な課題となっている。

一方、わが国では、稲科学は基幹作物の育成と実験作物としての利用に貢献してきたが、学

術的な成果が必ずしも国際的な実用の場に生かされてこなかった。そのため、同分野の研究を、

地球規模課題の解決につながる成果をめざした国際科学技術協力案件として実施することは、

わが国にとっても重要な意義をもつ。

このような状況のなか、本プロジェクトは地球規模課題対応国際科学技術協力（SATREPS）
案件として採択され、2010 年 12 月から 5 年間の予定で実施中である。

プロジェクト中間時点の 2013 年 7 月には、中間レビューが実施され、プロジェクトの進捗や

実績を確認し、残期間の課題分析と対策について提言が行われた。

今般、2015 年 12 月のプロジェクト終了を控え、プロジェクト活動の実績、成果を評価、確

認するとともに、今後のプロジェクト活動に対する提言及び今後の類似事業の実施にあたって

の教訓を導くことを目的として終了時評価が実施された。

１．案件の概要

国名：ベトナム社会主義共和国 案件名： ベトナム北部中山間地域に適応した作物品種開発プ

ロジェクト

分野：農業・農村開発 援助形態：技術協力プロジェクト（科学技術）

所轄部署：農村開発部 協力金額（評価時点）：約 3 億 3,000 万円

協力期間 （R/D）：

2010 年 12 月 3 日～

2015 年 12 月 2 日

（5 年間）

先方関係機関： ベトナム国立農業大学（VNUA）（旧ハノイ農

業大学（HUA））

日本側協力機関： 九州大学農学研究院 
九州大学熱帯農学研究センター 
名古屋大学生物機能開発利用研究センター

他の関連協力：特になし

終了時評価調査結果要約表
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１－２　協力内容

（１）上位目標： ベトナム北部中山間地域において稲の新品種が普及され、食料安全保障及び持

続的農村開発が促進される

（２）プロジェクト目標：�ベトナム北部中山間地域の自然・社会経済環境に適した有望系統群開

発のための、稲育種システムが強化される。

（３）成　果

成果１：大容量・高速ジェノタイピングによる効率的な稲育種法が開発される。

成果２：短期生育・高収量・病虫害抵抗性稲新品種育種のための有望系統群が開発される。

成果３：稲有望系統群の生理生態学的特性が明らかになる。

（４）投入（2015 年 8 月時点）

＜日本側＞

専門家：短期専門家／研究者　13 名、長期専門家（業務調整）　1 名

本邦研修：短期研修　延べ 28 名、長期研修　4 名、集団研修　3 名

機材供与： 機材供与の総額は約 1 億 7,000 万円〔車両、ポリメラーゼ連鎖反応（PCR）装置、

DNA ジェノタイピング装置と周辺機器、光合成分析器等〕

施設建設： Soc Trang 省（ST）育種支場（事務所、交雑用建屋、網屋）、VNUA 内に網屋、交

雑用建屋、冷蔵貯蔵庫、廃水処理施設、使用土壌置場を設置

ローカルコスト負担：約 2 億 1,000 万円（2015 年 3 月末まで）

＜ベトナム側＞

カウンターパート（C/P）配置：延べ 42 名

土地施設提供： VNUA 内のプロジェクト事務所、実験室、網屋、試験圃場を提供、Thai 
Nguyen 試験圃場、Lao Cai 省試験圃場、ST 育種支場の圃場に係る賃借料を日

本側と共に負担

ローカルコスト負担：約 38 万米ドル（2015 年 3 月末まで）

２．評価調査団の概要

日本側 団　　長 本村　知睦　　JICA 農村開発部　参事役

協力企画 大塚　未希　　 JICA農村開発部農業・農村開発第一グルー

プ第一チーム

評価分 東野　英昭　　 株式会社レックス・インターナショナル 
シニアコンサルタント

科学技術計画・評価 国分　牧衛　　 SATREPS 評価委員（オブザーバー）、 
東北大学大学院農学研究科名誉教授

科学技術計画・評価 小平　憲祐　　 JST 国際化学技術部調査員（オブザーバー）

ベトナム側 Dr. Vu Van Liet, Leader（Professor, VNUA, Director, CRDI）
Dr. La Tuan Nghia, Member（Director General, National Plant Resources Center, MARD）

調査期間 2015 年 7 月 20 日～ 2015 年 8 月 7 日 評価種類：終了時評価

ii



３－１　実績の確認

（１）プロジェクト目標の達成状況

プロジェクト目標： ベトナム北部中山間地域の自然・社会経済環境に適した有望系統群開発

のための、稲育種システムが強化される。

指標： 以下の形質〔ａ）、ｂ）、ｃ）に記述〕を有した稲新品種の有望系統の数（目標値：

少なくとも 2 つ〜 3 つ）

達成状況： 達成された（DCG19、DCG31、DCG66、DCG72 の 4 種類の有望系統の開発がな

された）

ａ） 生育期間が 10 日ほ

ど短縮される（現

在の平均的な生育

期 間 は 秋：100 〜

110 日 間、 春：115
〜 125 日間）。

達成状況：達成された。

2014 年秋作と、2015 年春作の結果、DCG72 の生育期間は、比

較対象となる KD18 に比べて、2014 年の秋作で 11 〜 14 日、2015
年の春作で 10 〜 15 日短縮されている。

ｂ） 収量が現在の生産量

よりも5 〜 10％増加 
する（Thai Nguyen 及

び Lao Cai の実験圃

場での測定値を比

較する）。

達成状況：未達成

 2014 年秋作においては、高収量性遺伝子（GN1、WFP1）を導

入した系統は、種子数の増加はみられたものの、収量は増加しな

かった。この理由として、茎葉のソース能力の不足（ソースとシ

ンクのバランスが取れていない）が原因とみられている。WFP1
遺伝子導入系統を用いて、施肥方法の改善等による効果を検討中

（2015 年春作）である。2015 年 7 月末に取りまとめられた経過報

告では、施肥の方法（施肥の時期と量）を変えることによって、

DCG36 の収量を向上させ得る見込みが得られている。

ｃ） 病虫害（白葉枯病

とトビイロウンカ）

抵抗性を有する系

統を育成する。

達成状況：おおむね達成された。

以下の表に示すように、XA7 と XA21 をもつ系統は、白葉枯れ

病に対して、病斑部が短くなっており、耐性をもつことが確認さ

れた。

白葉枯れ病耐性遺伝子 白葉枯れ病による病斑長

KD18 16 ～ 18cm

XA7 導入系統 0.3 ～ 0.5cm

XA21 導入系統 6 ～ 14cm

XA7 + XA21 導入系統 0.2 ～ 0.5cm

一方、ウンカ類抵抗性遺伝子（BPH25、 BPH26）について、北

部ベトナムの昆虫個体群に対する抵抗性について、2015 年 9 月

に九州沖縄農業研究センターにて評価試験を行う予定となってい

る。

３．評価結果の概要
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OVC については、この遺伝子を導入した系統の稲が、ウンカ卵

を殺すために安息香酸ベンジルを分泌する自己防御反応をもち、

その際、茎の部分に液侵化（water soaking lesion）が現れることが

知られている。VNUA において、その様子が目視にて確認されて

いる

（２）成果の達成状況

成果１： 大容量・高速

ジェノタイピ

ングによる効

率的な稲育種

法が開発され

る。

指標 1-1： VNUA において収集された遺伝資源の数（目標値：200
系統）

達成状況：達成された。

‐ 2010 年から 2011 年にかけて、九州大学及び名古屋大学から、

合計 186 系統の遺伝子が導入された。

‐ これに加え、2013 年以降、VNUA において 42 の遺伝資源が開

発された。その結果、収集された遺伝資源の数は、2015 年 7 月

現在、228 に達した。

指標 1-2： 大容量・高速ジェノタイピングに適用可能な有用遺伝

子の数（対象遺伝子数 x 遺伝的背景）（目標値：20 遺伝

子　ハイスループットに限定）

達成状況： 達成された。

‐ 大容量・高速ジェノタイピングシステムが 2012 年 7 月に

VNUA に導入された。

‐ 2015 年 7 月現在、大容量・高速ジェノタイピングに適用可能な

有用遺伝子として 32 遺伝子（遺伝的背景：IR24 と KD18）が

同定された。

指標 1-3-1： 年間に促進した世代数と総系統数（目標値： 960 系統）

達成状況： 達成された。

‐ 2015 年 7 月現在で、これまでに促進した世代数ごとの総系統数

の合計は、1,366 系統に達した。

指標 1-3-2： Soc Trang 省での育成系統数（目標値： 96 系統 / 年）

達成状況： 達成された。

‐ Soc Trang 省での育成系統数は 906 系統で、年間 181.2 系統となっ

た。

成果２： 短期生育・高

収量・病虫害

抵抗性稲新品

種育種のため

の有望系統群

が開発される。

指標 2-1 ：単一有用遺伝子系統の数（目標値：20 系統）

達成状況：達成された。

‐ 2015 年 7 月現在、開発された単一有用遺伝子系統（NILs）数は

20 である。

指標 2-2：有用遺伝子集積系統数（目標値：30 系統）

達成状況：達成された。

‐ 2015 年 7 月現在、開発された有用遺伝子集積系統（PYLs）数

は 30 である。
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指標 2-3 ：検定系統数（目標値：160 系統）

達成状況：達成された。

‐ 2015 年 7 月現在、検定系統数は 445 である。

成果３： 稲有望系統群

の生理生態学

的特性が明ら

かになる。

指標 3-1：実施された生理的特性の検定の数（目標値：10 系統）

達成状況：ほぼ達成された。

‐ 2015 年 7 月現在、実施された生理的特性の検定の数は 9 である。

指標 3-2 ： 環境適応性試験が実施された有望系統の数（目標値：

10 系統、3 試験地）

達成状況：達成された。

‐ 2015 年 7 月までに環境適応性試験が実施された有望系統の数

は、3 試験地（Thai Nguyen 省 /Lao Cai 省 /Hanoi）で 12 系統である。

指標 3-3 ：有望系統の栽培指針の数（目標値：4 編の栽培指針書）

達成状況：達成された。

‐ 新たに開発された有望系統（DCG19/ DCG 66/ DCG 72）を対象に、

Thai Nguyen 省、Lao Cai 省向けの 6 編の栽培指針が作成された。

３－２　評価結果の要約

（１）妥当性 – 高い

本プロジェクトは、①ベトナム側の開発政策〔第 9 次社会経済開発 5 カ年計画（2011 ～

2015 年）、農業生産マスタープラン（～ 2020 年）・ビジョン（～ 2030 年）〕、2013 年 6 月

に発布された、付加価値の向上と持続的な開発に向けての農業再構築に関する首相決議

（No.899/QD-TTg）、②日本の ODA 政策（対ベトナム国別援助方針、2012 年 12 月）、③ C/P
機関及び④対象地域のニーズに整合しており、妥当性は高い。

（２）有効性 – 高い

プロジェクト期間中に、ベトナム側 C/P の能力の強化、研究設備の整備が進み、九州大

学・名古屋大学の支援も得て、VNUA に大量の育種素材（有望系統群）が蓄積され、今後

の育種研究への利用が可能となった。プロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM）に

記述されたプロジェクト目標指標はほぼ達成されており、一部検証中の項目についても、

プロジェクト期間中に実証データが取得・分析され、達成される見込みである。

（３）効率性 – やや高い

日本側・ベトナム側による投入は全体として適切に行われ、これを活用した研究活動の

円滑な実施を経て、3 つの成果が十分に達成されている。プロジェクトの前半は、計画以

上の進捗により、日本側投入に係る経費（供与機材費、施設建設・改修費、実験費、現地

人件費等）が当初計画額を超過したが、中間レビュー以降は、活動計画及び予算案の修正

により計画に忠実に活動・投入を行った。

効率性を下げる要因となったのは、プロジェクト計画の策定時には想定できなかったが、

技術革新により、主要機器の一部（イルミナ社製高性能ビーズアレイ）の 2017 年以降の活

用が難しくなったこと、VNUA で講師を務めるベトナム側の C/P（若手研究者）の一部が、

講義のために、研究活動に十分な時間を割けなかったことである。
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（４）インパクト – 高い

１） 上位目標達成見込み（想定された正のインパクト）：長期的には達成されると見込まれ

る。

VNUA は、2014 年 11 月、プロジェクトで開発された有望系統から、DCG66（低温耐

性）及び DCG72（早生）の 2 系統を新品種として登録するための手続きを開始した。品

種登録には 3 回の作付けの結果が求められるが、現在 2 作目の試験栽培が行われており、

2016 年前半に、新品種として登録される運びである。また、Thai Nguyen 省と Lao Cai 省
では、農民による試行栽培が行われている。

改良品種の普及には、種苗会社及び農家との協働が必要であるが、プロジェクトでは、

Thai Nguyen 省の試験圃場の運営において種苗合資会社との協力関係が既に構築されてお

り、有望系統は農民に好意的に受け入れられている。また、Lao Cai 省との関係も良好で

ある。よって、前提条件はクリアされており、上位目標は長期的には達成されることが

見込めると考える。

２）他のインパクト

・ 本事業で開発される有望系統は、広くベトナム全域に適応可能であることが、2014 年

夏秋作に、北部沿岸省のひとつで季節的な台風・洪水・高温被害に苦しむ Nghe An 省

で実施された VNUA の取り組みで実証された。同省ではこれまで、夏秋作期の洪水・

台風の被害を受け、春作稲の播種を優先させた結果、冬場の換金作物栽培を諦めるな

どの悪循環に陥っていた。しかし、VNUA が同省に導入した DCG72（短期生育系統）

により、この悪循環解決の道が開け、コメ、メイズ、大豆、サツマイモなど、バラエ

ティに富む多毛作作物生産の可能性が期待される。

・ プロジェクトは、Thai Nguyen 省と Lao Cai 省で、2012 年以降、2015 年まで、毎年、

春と秋の作付時期に開発された有望系統に関する農民研修を行っている。これまでに

参加した農民の数は合計 1,029 名に達し、有望系統への理解と期待が高まった。

（５）持続性 – 中程度

食料不足の状態にある中山間地における食料安全保障は、プロジェクト終了後も、当面

は、ベトナムの国家政策の重点事項であり続けると見込まれる。

これまでのプロジェクト活動を通じて、若手 C/P の育種技術に関する知識・技術は全般

的に向上している。プロジェクトで育成された C/P の多くは 2015 年 6 月に設立された「日

越国際植物研究センター（CIPR）」で勤務する予定であり、今後もこれまでと同じテーマ

の研究活動を継続するとみられる。プロジェクトによって研究環境が整ったことから、研

究の資金が確保できれば、若手研究者は、プロジェクト終了後も供与機材を活用して研究

活動を継続し、研究の対象範囲を拡大し、質を高めていくことが期待できる。

一方、財政面での持続性には懸念が残る。ベトナム政府は、VNUA を ASEAN 経済統合

に伴う農業分野の競争を勝ち抜く橋頭堡のひとつと位置づけ、2013 年 6 月の第 899 号首相

決議（付加価値の向上と持続的な開発に向けての農業再構築に関する首相決議）に基づく

各種再編の流れのなかで、VNUA を教育訓練省（MOET）から農業農村開発省（MARD）

に移管するとともに（2014 年 4 月）、農業改革の主導的担い手と位置づけた。こうした動

きの一方、VNUA は、2015 年から 2017 年の 2 年間にわたり、自治組織としての改革試行

期間にあり、政府からの財政援助は、今後、段階的に削減される予定である。VNUA が自

治組織としての運営をめざすなかで、独立採算の組織として設置された「日越国際植物研

究センター（CIPR）」の研究資金確保の見通しが立っていない。
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３－３　効果発現に貢献した要因

（１）計画内容に関すること

特になし。

（２）実施プロセスに関すること

・ 本プロジェクト以前より、日本側専門家（九州大学）と C/P 主要メンバーは学術交流や

留学生派遣を通じて親密な関係を築いていた。C/P 本邦研修及び専門家訪越時の直接の

やり取りに加え、E-mail、TV 会議システム、写真付ニュースの配信を通じて、双方は適

切なコミュニケーション・情報共有を行ってきた。

・ Lao Cai 省、Thai Nguyen 省、Soc Trang 省の農業農村開発局（DARD）は本プロジェクト

の主旨を理解し、用地の提供、アクセス道路・橋・灌漑施設の建設等、プロジェクト活

動に協力した。

３－４　問題点及び問題を惹起した要因

（１）計画内容に関すること

特になし。

（２）実施プロセスに関すること

特になし。

３－５　結　論

本プロジェクトは、終了時評価時点でも、ベトナム側の開発政策、日本の ODA 政策、C/P 及

び対象地域のニーズと整合しており、高い妥当性をもつことが確認された。

有効性は高いと評価された。成果の十分な達成に加えて、プロジェクト目標についても、現

時点でほぼ達成されており、一部、実証データを取得中の項目があるものの、プロジェクト終

了までには達成されるものと見込まれる。

効率性は、やや高いものと評価した。投入の一部に課題がみられ、成果は十分に達成された

ものの、効率性の評価を若干下げる要因となった。

上位目標達成の見込み（想定された正のインパクト）については、プロジェクトで開発され

た稲の有望系統（DCG72 等）が 2016 年前半に新品種として登録される見込みであること、こ

れらの有望系統が、現在、試行栽培を行っている Thai Nguyen 省や、Lao Cai 省の農民に好意的

に受け止められていることなどから、上位目標達成の条件が整いつつあり、長期的には達成さ

れると期待できる。

また、プロジェクトは、さまざまな正のインパクトをもたらした。例えば、本来の対象地域

ではないが、生育期間の短い DCG72 が、台風や洪水の被害に苦しむ Ngeh An 省に最適な有望

系統として受け入れられ、今後、地域全体の作付体系の中核として位置づけられる可能性が出

てきている。

持続性については、中程度と評価した。プロジェクトの実施により、研究者の能力の向上、

充実した機器と設備の獲得、有用育種素材の蓄積を得て、VNUA（CIPR）は、ベトナムのみな

らず、アジア地域における育種分野を牽引し得る基盤を構築しつつある。しかし、財政面での

持続性に懸念が残る。2015 年 6 月、プロジェクトで整備された VNUA の研究室（植物育種研究

室（Plant Breeding Laboratory）と作物実験室（Plant Production Physiology Laboratory）が、「日

越国際植物研究センター（CIPR）」に統合・再編された。同センターは、独立採算組織である

vii



ものの、現時点では、研究資金確保の見通しが立っておらず、今後、優れた研究提案書を作成

し、MARD、MOET、科学技術省（MOST）などのベトナム政府機関、並びに JICA などの国際

機関からのファンドを獲得する必要がある。

プロジェクトは、中間レビュー時に修正された PDM に基づいて、全般的に円滑に行われてき

ており、ほぼすべての活動が完了している。想定された成果も十分に達成され、そのうちの幾

つかは、当初想定した水準を上回った。また、プロジェクト目標も達成されつつある。財政面

での持続性に懸念は残るものの、評価チームは、VNUA（CIPR）が、課題を克服するだけの潜

在能力（優れた人材、開発された有望系統とデータベース化された遺伝資源の蓄積、先進の資

機材と設備）を備えていること、プロジェクト目標が終了時までに達成されると見込まれるこ

とを勘案し、プロジェクトは、予定どおり、2015 年 12 月をもって終了することが妥当である。

３－６　提　言

３－６－１　残余期間にプロジェクトチームが取るべきアクション

（１ ）成果２「短期生育・高収量・病虫害抵抗性稲新品種育種のための有望系統群が開発さ

れる」については、既に目標を達成しているが、今後の選抜・固定化の取り組みにより

開発される系統はまだ存在している。このため、プロジェクトは、プロジェクト終了後

に本成果をベトナム側が使いやすいかたちで引き継ぐことができるよう、できる限り系

統群の選抜・固定化の取り組みを進めるとともに、開発途中の系統群については、今後

の開発に必要となるデータ等の整理を完了させておくべきである。

（２ ）当該プロジェクトで育成された系統群の種子は、プロジェクトの主要な成果であり、

また、ベトナム側にとって将来の育種材料となる貴重な財産である。一方、種子を 1 カ

所のみで保存すると、事故・災害等により失われてしまう懸念がある。このため、プロ

ジェクトは、期間内に、種子の材料移転契約も含めて、プロジェクト後の系統群の種子

のバックアップ保管体制を構築しておく必要がある。

３－６－２　プロジェクト終了後の日本側への提言

稲のゲノム育種の技術移転については、当該プロジェクトでは、ベトナム側研究機関に単

純反復配列（SSR）マーカー等を用いた基本的な技術が移転されたところである。将来的に、

CIPR が ASEAN の稲ゲノム育種分野で中心的な役割を果たすことができるように、日本側研

究機関は、引き続き、ベトナム側との研究ネットワークを維持強化しつつ、ベトナム側研究

機関への技術移転を行うことが期待される。

３－６－３　プロジェクト終了後のベトナム側への提言

（１ ）現在、研究活動経費の大部分はプロジェクトによって負担されているが、プロジェク

ト終了後に研究活動を継続しプロジェクトの成果を持続的に発現させていくためには、

プロジェクト終了後は、ベトナム側で、機材の維持管理運用費、実験実施に係る費用（資

材購入費等）、人件費等の研究活動経費を確保する必要がある。中間レビュー以降、研

究プロジェクトの企画及び研究活動経費の確保について、本邦研修の機会を活用して指

導が行われ、研修生については一定の能力の向上がみられるものの、若手研究者にはま

だ競争的研究資金を獲得した実績がみられていない。プロジェクト終了後もベトナム側

研究機関は研究プロジェクトの企画及び資金確保に係る能力の向上に取り組むとともに、

研究資金の獲得に向けた努力を継続する必要がある。
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（２ ）当該プロジェクトにより、白葉枯病やトビイロウンカ等の抵抗遺伝子を有望系統に集

積（ピラミディング）する育種技術がベトナム側に移転されたところである。しかしな

がら、これらの抵抗遺伝子を集積した、強力過ぎる耐病性・耐虫性の系統を農業現場に

普及すると、選択圧がかかりこれまでの育種努力を無力化するような病原菌や害虫が出

現する可能性があるため、これらの系統の農業現場での実証・導入にあたっては、慎重

かつ戦略的に行うべきである。また、成果２でプロジェクトから引き継いだ育成途中の

系統群については、その選抜・固定化が完了するまでは、農業現場に導入すべきでない

ことにも留意すべきである。

３－７　教　訓

（１ ）本プロジェクトの成功は、日本の最先端のゲノム育種技術とメコンデルタ地域の高温環境

を利用した世代促進を有機的に組み合わせたコンパクトで効率的な育種システムを構築でき

たことといえる。併せて、日本側の主要研究機関である九州大学が、過去の共同研究や技術

協力、留学生の受け入れ・学位授与等を通じて、ベトナム側と強固な人的ネットワーク及び

信頼関係を構築していたことによるものである。他の類似の SATREPS プロジェクトの設計

にあたっては、技術面だけでなく、人的ネットワークの面も評価するべきである。

（２ ）本プロジェクトで大容量・高速ジェノタイピングを実施するためにベトナム側に導入した

分析機器（イルミナ社のビーズアレイ）について、技術革新により当該機器が競争力を失い、

その結果としてイルミナ社が 2017 年に試薬の販売等のサービスを中止することを決定した。

機械は必要性・有効性と長期的なメンテナンスなど考慮して導入する必要がある。

（３ ）本プロジェクトでは、関係者に対し、高い頻度（1 週間に約 1 回）でプロジェクトの進捗

状況報告を行うとともに、プロジェクト内容を分かりやすく解説した Q&A を JICA の HP 上

に掲載した。これにより、関係者間での情報共有が図られるとともに、広報の観点でも有用

であった。この点は SATREPS におけるグッドプラクティスといえる。
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1-1. Background of the Project
As Viet Nam has been industrializing after Doi Moi Policy, share of agriculture sector has been 

decreased in terms of its employment population (from 70% to 50%) and gross domestic products (from 
40% to 20%).  However, absolute scale of agriculture production has been expanded with expansion of 
the national economy; thus, agriculture is still one of major economic sectors in Vietnam. In particular, 
rice is a staple food for Vietnamese and nearly 6 million tons are exported for earning foreign exchanges. 
In addition, since soil erosion and water shortage caused by deforestation as well as floods and drought 
frequently occurred in recent years, and led to decrease in yields of crops, ensuring food security is listed in 
the prioritized government development policy. Major agricultural crops including rice are mainly produced 
in plain areas of Mekong Delta and Red River Delta. On the other hand, in the midlands and mountain areas 
of North Vietnam as the target area of the Project, as rice cropping could be implemented only once a year 
for 40% of the area and agricultural infrastructure have not been fully developed, agricultural productivity 
and self-sufficient rate of rice remain at low level, which have impeded poverty reduction, stabilities, and 
development of the area. In order to increase agricultural productivity in the area, development of new 
rice breeds with short growth duration, high yielding, and disease and insect resistance as well as their 
dissemination are urgently required.

Government research institutes and universities in Vietnam including HUA have worked on rice breeding 
technologies and have so far brought certain level of results.  Since these technologies are conventional ones 
mainly with hybridization and selection, it takes time to develop new rice breeds. Thus, it is required for 
them to undertake breeding efficiently by introducing advanced breeding technologies with using genetic 
code.  On the other hand, academic results on rice breeding in Japan have not necessarily been applied for 
actual practices in other counties.  Considering these situations both in Vietnam and Japan, the record of 
discussion (R/D) on five-year technical cooperation project for developing promising lines with useful genes 
was signed between among concerned authorities of both countries in October 2010.

In July 2013, since the Project reached the halfway point of its implementation period, JICA and 

Summary of Evaluation Results 

1.  Outline of the Project

Country: Socialist Republic of Viet Nam Project Title:  The Project for the Development of Crop 
Genotypes for the Midlands and Mountain Areas of North 
Viet Nam

Sector: Agriculture and Rural Development Cooperation Scheme: Technical Cooperation Project 
(SATREPS)

Division in charge: Rural Development 
Department, 

Total Cost: 3.8 hundred million yen (at the time of 
evaluation): 

Period of Cooperation (R/D): December 3, 
2010- December 2, 2015 (5 years)

Partner Country’s Implementing Organization:
Vietnam National University of Agriculture (VNUA) (Former 
Hanoi University of Agriculture (HUA))
Supporting Organization in Japan: 
-	 Faculty of Agriculture, Kyushu University
-	 Institute of Tropical Agriculture, Kyushu University;
-	 Bioscience and Biotechnology Center, Nagoya University
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Vietnamese authorities concerned jointly conducted the Mid-term Review of the Project, as stipulated in the 
Record of Discussion (R/D) signed in August 2010.

In August 2015, about six months prior to the completion of the cooperation period of the Project, JICA 
dispatched Terminal Evaluation Team, headed by Mr. Tomochika MOTOMURA, to conduct the Terminal 
Evaluation jointly with the Vietnamese members and provide recommendations on the actions to be taken 
during the remaining cooperation period to secure the sustainability of the Project, as well as drawing 
lessons useful for technical cooperation schemes in general. 

1-2.Project Overview
(1) Overall Goal:	� Food security is improved and sustainable rural development is progressed by 

disseminating improved rice varieties.

(2) Project Purpose:	� Relevant agencies on irrigated agriculture develop their capacity for irrigation water 
management by WUAs in the pilot project site.

(3) Outputs:
Output 1:	 Breeding method is improved using high-throughput genotyping technology.
Output 2:	� Promising lines with short growth duration, high yielding, and disease and insect resistance are 

developed.
Output 3:	 Eco-physiology of promising lines is characterized.

(4) Inputs (at the time of evaluation (2015.8))
Japanese Side

Dispatch of Experts:	� Thirteen (13) short-term experts/researchers and one long-term expert (Project 
Coordinator) were dispatched as of the 7th of August 2015.

Provision of Equipment: Approximately USD 1.59 million. 
Local Cost: Approximately USD 1.9 million until the end of March 2015.

Vietnamese Side
Allocation of CPs: 42 (Project Director, Project Manager and 40 researchers)
Land and Facility:	� Project office, laboratories, net houses, and experimental paddy field in VNUA. 

Expenses for land lease of experimental paddy fields in Thai Nguyen and Lao Cai, and 
of paddy field for Soc Trang Breeding Station were shared between VNUA and the 
Japanese side. 

Operation Cost: Around USD 0.38 million spent by the end of March 2015.

2.  Evaluation Team

Team Members
Japanese Side
(1)	� Mr. Motochika MOTOMURA (Leader), Senior Advisor to the Director General, JICA
(2)	� Ms. Miki OTSUKA (Cooperation Planning), Agricultural and Rural Development Group 1, Team 1, 

Rural Development Department, JICA
(3)	 Dr. Hideaki HIGASHINO (Evaluation Analysis), Senior Consultant, RECS International Inc.
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3-1. Project Performances
(1) Summary of Project Purpose Achievements
Project Purpose:	� Rice breeding system is strengthened to develop promising lines adapting for natural and 

socio-economic conditions in the midlands and mountain areas of North Viet Nam.
Verifiable Indicators:	� The number of promising lines for the new variety of rice with the following traits 

(target: at least 2 or 3 lines)
-	 Achieved ( 4 promising lines: DCG19, DCG31, DCG66, DCG72)

a)	� Growing duration is shortened 
by 10 days (current averaging 
growing duration is 100-110 
days in autumn and 115-125 
days in spring season

Achieved. 
-	� Assuming that the average growing duration is 105 for autumn, 

and 120 for spring season, growing duration of DCG72 is more 
than 10 days shorter than that of KD18

b)	� Yield increases by 5-10% 
compared with the popular 
(check) variety in the Project 
area (midland and mountain 
area = Thai Nguyen and Lao 
Cai) *to compare figures 
measured at experimental fields

Nearly achieved.
-	� In autumn cropping of 2014, lines with genes for high yielding 

(GN1 and WFP1) showed increase the number of kernels. 
However, the grain yield did not increase. In 2015 spring 
season cropping, focusing on lines with WFP1, to improve the 
balance between the source and sink capacities, a study has been 
under progress in terms of effects of nitrogen application (e.g. 
additional fertilization) on yield and physiological characteristics. 
The interim results of the test at July 2015 indicate that change 
of nitrogen application (timing and amount) could improve grain 
yields of DCG36. 

c)	� Resistance against insect/
disease was introduced

Almost achieved.
-	� As shown in the table below, it was verified that lines with XA7 

and/or XA21 have resistance against Bacterial Blight Resistance. 

(4)	� Dr. Makie KOKUBUN* Program Officer, Science and Technology Research Partnership for Sustainable 
Development (SATREPS), Japan Science and Technology Agency (JST), Professor Emeritus, Tohoku 
University

(5)	�� Dr. Ken-Suke KODAIRA* Assistant Program Office Department of International Affairs
*:Observer

Vietnamese Side
(1)	� Dr. Vu Van Liet (Leader) Director, Crops Research and Development Institute (CRDI), VNUA
(2)	� Dr. La Tuan Nghia (Member) Director General, National Plant Resources Center, Ministry of 

Agriculture and Rural Development (MARD)

Period of Evaluation: July 20-August 7, 2015 Type of Evaluation: Terminal Evaluation

3.  Results of Evaluation
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Lines Lesion Length
(Bacterial Leaf Blight)

KD18 16-18cm

With XA7 0.3-0.5cm

With XA21 6-14cm

With XA7 + XA21 0.2-0.5cm

-	� As for the resistance against insects, promising lines (NILs) 
with planthopper resistance genes (BPH25 and BPH26), will 
be evaluated against insect population in North Viet Nam 
in September 2015 in Japan (Kyushu Okinawa Agricultural 
Research Center). 

-	� Effectiveness of OVC in terms of resistance against planthopper 
was verified at VNUA by visually observing water soaking 
lesions on the plant stems of tested promising lines. 

(2) Summary of Outputs Achievements
Output 1: Breeding method is improved using high-throughput genotyping technology.

Indicator 1-1: The number of 
genetic resources collected at 
VNUA (target:  200 lines).

-	� Fully achieved.
-	� Kyushu and Nagoya Univ. introduced 186 genetic resources to 

VNUA from 2010 to 2011. 
-	� Utilizing the introduced resources, 42 genetic resources carrying 

useful traits were developed at VNUA until 2015.
-	�  The total reached 228 as of July 2015.

Indicator 1-2: The number of 
useful genes x the number of 
genetic backgrounds applicable 
for high-throughput genotyping 
(target:  20 genes).

-	� Fully achieved.
-	� A high-throughput genotyping system was introduced to VNUA 

in July 2012.
-	� As of July 2015, a total of 16 genes applicable for the high-

throughput genotyping system with two genetic backgrounds 
(IR24 and KD18) were identified (16x 2 =32).

Indicator 1-3-1: 	The total number 
of lines which were generation-
advanced (target:  960 lines).

-	� Fully achieved.
-	� The total number of lines that were generation advanced reached 

1,366 as of July 2015.

Indicator 1-3-2: The total number 
of lines which were planted in Soc 
Tran (target:  96 lines/year)

-	� Fully achieved.
-	� The total number of lines planted in Soc Tran reached 906 lines 

(181.2 lines/per year).

Output 2:  �Promising lines with short growth duration, high yielding, and disease and insect 
resistance are developed.
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Indicator 2-1: The number of 
developed promising lines with 
single useful genes (target: 20 
lines).

-	� Fully achieved.
-	� The number of developed promising lines with single useful 

genes (NILs) was 20 as of July 2015.

Indicator 2-2: The number of 
developed promising lines with 
accumulated genes (target:  30 
lines).

-	� Fully achieved.
-	� The number of developed lines with accumulated lines (PYLs) 

was 30 as of July 2015.

Indicator 2-3: The number of 
tested lines (target:  160 lines).

-	� Fully achieved.
-	� The number of tested lines was 445 as of July 2015.

Output 3: Eco-physiology of promising lines is characterized.

Indicator 3-1: The number of lines 
for which physiological tests were 
conducted (target:  10 lines).

-	� Nearly achieved. 
-	� The number of lines for which physiological tests were conducted 

reached 9 as of July 2015.

Indicator 3-2: The number of 
promising lines and sites (target:  
3 sites = midland, mountain area 
and Red River delta) for which 
ecological adaptability test was 
conducted (target: 10 lines).

-	� Fully achieved.
-	� Ecological adaptability tests for 12 lines have been conducted up 

to July 2015 were conducted in 3 sites (Thai Nguyen, Lao Cai, 
and Hanoi).

Indicator 3-3: The number of 
developed guideline for cultivation 
for newly developed promising 
lines (target:  4 guidelines).

-	� Fully achieved.
-	� Six guidelines for Thai Nguyen and Lao Cai provinces in spring 

and autumn cropping seasons have been developed for cultivation 
of newly developed promising lines (DCG19, DCG31, DCG 66 
and DCG 72) as follows:

 
3-2  Summary of Terminal Evaluation Results

Evaluation results based on 5 evaluation criteria are as follows:

(1) Relevance: High 
The Project was evaluated as highly relevant with Vietnamese development policy, Japan’s aid policy 

and strategy, the needs of VNUA and target areas, at the time of Terminal Evaluation. 

(2) Effectiveness: High
During the Project Period, research environment in the field of rice breeding at VNUA was significantly 

strengthened through provision of various laboratory equipment and support to the renovation and 
construction of facilities by the Japanese side. Accumulation of useful genetic resources, and capacity 
enhancement of young Vietnamese C/Ps through trainings and collaborative research works with Japanese 
experts laid the basis to further strengthen the system to develop promising lines adapting for natural and 
socio-economic conditions in the midlands and mountain areas of North Viet Nam. The verifiable indicators 
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of the Project Purpose were mostly satisfied. 

(3) Efficiency: Relatively High
Inputs were appropriately made overall, and contributed to implementing activities and generating 

Outputs. Expenditure necessary for Project activities (e.g. experiment and personnel cost) has been 
disbursed with a timely manner. Provided equipment has been fully utilized so far, and led to smooth 
implementation of various activities and achievements of outputs. Meanwhile, it was figured out that 
one of the major items in provided equipment would not be effectively operational after 2017 due to 
discontinuation of technical supports and sales of test reagents by the manufacturer. Vietnamese C/Ps, 
most of whom are lecturers and have duties to give lectures could not spend sufficient time on the Project 
activities. These facts slightly lowered the Efficiency. 

(4) Impact: High
It is expected developed promising lines will be officially registered as new varieties in the first half of 

2016. Trial cultivation of these promising lines is conducted in Thai Nguyen and Lao Cai provinces. 
For disseminating improved rice varieties, collaboration with seed companies and farmers is essential. 

However, VNUA has already established collaborative relation with a seed joint-stock company in Thai 
Nguyen and the seed center in Lao Cai through operation of the experimental paddy fields. 

Judging from these facts, preconditions to achieve Overall Goal have been satisfied and it is highly 
expected that Overall Goal will be achieved in the future. In addition, various positive impacts are observed. 

(5) Sustainability:  Moderate 
Sustainability of the Project is considered relatively high as concerns remain as regards financial 

sustainability. In June 2015, VNUA was put under experimental operational reform from 2015 to 2017, 
in which annual budget from the government will decrease in a step-by-step manner. Shortly after the 
announcement, International Center of Plant Research, Japan/Viet Nam (CIPR), a financially independent 
organization, was established by integrating Plant Breeding Laboratory and Plant Production Physiology 
Laboratory of VNUA that have played a leading role in the Project activities during the past four and a half 
years. As a financially independent organization, CIPR needs to secure budget to cover the running cost 
through submitting research proposals to fund resource organizations such as MARD, MOET, MOST, as 
well as international donor organizations like JICA.

 
3-3. Factors promoting the production of effects
3-3-1. Factors pertaining to planning

No particular factors pertaining to planning were recognized. 

3-3-2. Factors pertaining to the implementation process
(1) Good collaborative relations between Japanese Experts and Vietnamese C/Ps that have facilitated 
research activities and generated results as expected.

(2) Good relationship among C/P members of VNUA: Young researchers assigned as C/Ps implemented 
research activities of the Project receiving advice not only from Japanese Experts but from senior 
Vietnamese C/Ps. 
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(3) Cooperation from Soc Trang provincial government: Soc Trang Rice Breeding Station was established 
about a half year earlier than planned. Generation acceleration with back-crossing has been rapidly 
practiced. 

3-4. Factors inhibiting the production of effects 
3-4-1. Factors pertaining to planning
(1) No particular factors pertaining to planning were recognized. 

3-4-2. Factors pertaining to the implementation process
No particular factors pertaining to planning were recognized.

3-5. Conclusion 
In general, the Project has been smoothly implemented based on the Project Design Matrix especially 

after the amendments. Almost all activities have been completed, and the Project achieved sufficient level of 
Outputs as planned, some of which have exceeded the originally targeted one. As a result, Project Purpose 
has been nearly achieved.

Although there remain issues especially on sustainability after the Project completion, the Joint 
Evaluation Team acknowledged that VNUA (specifically CIPR) has enough capabilities (well-skilled human 
resources, promising lines and databased genetic resources, advanced equipment and facilities, etc.) to 
address these issues. 

Therefore, the Joint Evaluation Team anticipates that the Project will be fully achieved by the termination 
of the cooperation period, and it is appropriate to finish the Project in December 2015 as scheduled. 

3-6. Recommendations (Details are in the Chapter 5 of the Joint Evaluation Report)
3-6-1. Recommended Actions to be taken by the Project Team in the Remaining Period
(1) Development of promising lines with short growth duration, high yielding, and disease and insect 
resistance has already been achieved, on the other hand, several candidate lines remain to be developed 
through MAS. In order for Vietnamese side to continue the MAS breeding, it is necessary to complete the 
database of promising lines and the genetic resources within the Project period.

(2) It is necessary for the Project Team to preserve the genetic resources and lines developed by the Project, 
which will be used as breeding materials in the future. Therefore, the backup storage system for those 
resources should be established during the Project period to reduce the risk of the loss or deterioration of the 
materials, as well as the necessary legal arrangement including material transfer and utilization.

3-6-2. Recommendations to the Japanese Side (After the Project)
In the Project, the Vietnamese side has acquired the necessary skills of genomic breeding by utilizing 

DNA markers. In order for the Center of International Plant Research Vietnam/Japan (CIPR) to play the 
pivotal role in ASEAN in the field of genomic breeding, the Japanese research institutes are expected to 
strengthen the research network with the Vietnamese side for further collaboration.

3-6-3. Recommendations to the Vietnamese Side (After the Project)
(1) Since the majority of the operational expenditures have been covered by the Project, it would be crucial 
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for the Vietnamese side to secure the necessary budget for continuing the project-related research activities 
such as the cost for the employment of the staff, the maintenance of the machinery, and the purchase of the 
necessary experimental consumables. 

Although some students received trainings in Japan for research proposal and budget management after 
the mid-term review, it is still difficult for the younger researchers to obtain adequate budget for the research 
activities. Therefore, CIPR members are requested to make continuous efforts to develop their capacity for 
research proposals to possible funding sources.

(2) In the Project, the MAS breeding technology could effectively have developed the promising lines with 
the disease and insect resistance genes, which are valuable property for Viet Nam and need continuous 
development and utilization in the future. 

When these promising lines are to be introduced into the crop fields in the future, careful deployment of 
these lines is necessary with the cooperation with plant protection section who can monitor the virulence 
of disease and insects, given the possibility that a newly-released genotype might trigger the occurrence of 
unexpected mutation of those pests which might nullify the resistance. 

3-7. Lessons Learned 
3-7-1.  Key Factors for Success

The key factor for success of the Project is attributed to the synergetic combination of the cutting edge 
technology of the Japanese side (MAS, etc.), generation- acceleration system of the Vietnamese side, 
through the effective exploitation of diverse natural environment in Viet Nam. 

Another primary factor for success derives from the solid relationship between the Vietnamese side 
and Kyusyu University, which has been built through past joint-research projects and student exchange 
programs. This synergetic combination and solid relationship with C/P institutes were confirmed to be 
primary factors for the success of the collaboration, which are prerequisites for future SATREPS project 
formulation.

3-7-2.  Careful Selection of Equipment
DNA Genotyping System of Illumina (VC-101-1000J) was provided to VNUA, as it had been regarded 

as the best system when the Project was planned in 2010. 
However, this system was found to be under insufficient utilization currently due to lack of enough 

number of well- trained operators and adequate operational costs, even though the Project has tackled this 
issue by providing further training opportunities to C/Ps during the Project period. 

In addition, Illumina Inc. decided to discontinue production and sale of test reagents in October 2012 and 
they will be available only until 2017, which was unexpected when the Project was launched. 

For future SATREPS projects, it is important to introduce appropriate technology depending on the 
progress of the Project, taking considerations on the conditions for research implementation (availability of 
chemicals, technical support, power supply, research implementation capability, etc.).

3-7-3.  Information Sharing
It is significant for the Project team to successfully facilitate information sharing among concerned 

persons through weekly news published both in Japanese and English which includes information not only 
on scientific activities but on cultural aspects of the Japanese and Vietnamese sides. This weekly news has 
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been open to the public through the JICA Website, which served to disseminate the activities of the Project. 
This is a good practice which can be applied to future SATREPS projects. 
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第１章　終了時評価調査概要

１－１　終了時評価調査の背景と目的

ベトナム社会主義共和国（以下、「ベトナム」と記す）は、人口約 8,600 万人、国土面積約 33
万 km2 の、山岳・丘陵地帯を多く有する国である。1980 年代半ばから始まった「ドイモイ（刷新）」

政策導入以降、経済システムは大幅に自由化され、国家経済はめざましい発展を遂げてきた。経

済の発展に伴い、GDP に占める鉱工業・製造業の割合は 1985 年の 27％から 2010 年には 40％を

超え、一方で農業セクターの GDP に占める割合は 1985 年の 40％から 2012 年には 19％に減少し

た。また、就労人口でみると、農業従事者は全体雇用人口の 1990 年の 73％から 2010 年の 49％
に減少している。一方で、コメやトウモロコシの作付面積は 1990 年から約 20 年間で 25％前後

拡大し、生産高は 35％程度増加しており、農業部門は依然として最重要産業のひとつとして位

置づけられている。なかでもコメはベトナム国民の主食であるとともに、全国で年間 3,800 万 t
（もみベース）が生産されている。年間 2,000 万 t を生産するメコンデルタでは、うち約 600 万～

1,000 万 t（2008 年）が輸出されており、外貨獲得の手段としても重要な地位を占めている。また、

人口増加に伴う食料需要の増加や近年の過剰な森林伐採による土壌の流出や水不足に起因する作

物の収穫量の減少、さらに、多発する洪水や干ばつ等で、長期的な「食料の安定供給」はベトナ

ムの大きな課題となっている。

一方で、コメを中心とした主要農産物の生産は、南北の平野部（メコンデルタ、紅河デルタ）

に偏在しており、北部、中部等の中山間地や山岳地帯などの条件の悪い栽培地域では必要な食料

を域内生産で十分まかないきれていないことが問題となっている。

ベトナムのコメ輸出の 17％（2009 年）を担っている北部の紅河デルタ流域においては、安定

自給、稲作労働の軽減等の観点から、高収量稲品種の普及による集約的な農業生産が行われてい

る。しかしながら、本案件の主たる対象地域となるベトナム北部中山間地の稲作については、冷

涼な気候により 40％の地域で一期作しかできないことや農業インフラの未整備等、平野部との

格差が顕著であり、農業生産性が低くコメ自給率はおおむね 60 ～ 70％と慢性的な食料不足を来

している。このことが同地域の貧困削減、安定と発展の妨げのひとつとなっている。したがっ

て、北部中山間地域における農業生産性の向上により食料不足の改善及び貧困削減を図るために

は、同地域に適応した高収量、病虫害抵抗性及び早生の稲新品種（長粒米）の開発・導入が喫緊

の課題として求められている。

さらにベトナムの稲品種開発技術については、政府関連機関や大学の研究者によって長年取り

組まれ、これまでに一定の成果を上げてきたものの、同国では交配と選抜を中心とした従来型の

育種技術による品種開発を行っているため、現状では新品種の開発に長大な時間を要しており、

遺伝子情報を駆使した先端的な育種技術を導入し、改良事業の効率化、近代化を図ることは、ベ

トナムの育種研究機関にとって重要な課題となっている。また、わが国では、稲科学は基幹作物

の育成と実験作物としての利用に貢献してきたが、学術的な成果が必ずしも国際的な実用現場に

生かされていない状況にある。そのため、同分野において本研究を国際科学技術協力案件として

実施し、地球規模課題の解決につながる成果をめざした研究に取り組むことは、わが国にとって

も極めて重要な課題となる。

本プロジェクトは地球規模課題対応国際科学技術協力（SATREPS）案件として、2010 年 12 月

からの 5 年間の予定で実施中である。プロジェクト中間地点の 2013 年 7 月には、中間レビュー
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調査が実施され、プロジェクトの進捗や実績を確認し、残期間の課題分析と対策について提言が

行われた。

今般、2015 年 12 月のプロジェクト終了を控え、プロジェクト活動の実績、成果を評価、確認

するとともに、評価５項目による評価を行い、併せて、今後のプロジェクト活動に対する提言及

び今後の類似事業の実施にあたっての教訓を導くことを目的として終了時評価が実施された。

１－２　プロジェクト概要

１－２－１　プロジェクト名

ベトナム北部中山間地域に適応した作物品種開発プロジェクト

１－２－２　プロジェクト期間

2010 年 12 月 3 日～ 2015 年 12 月 2 日（5 年間）

１－２－３　日本側実施機関

①九州大学（九大）農学研究院

②九州大学（九大）熱帯農学研究センター

③名古屋大学（名大）生物機能開発利用研究センター

１－２－４　カウンターパート（C/P）機関

ベトナム国立農業大学（VNUA）〔旧ハノイ農業大学（HUA）〕

１－２－５　プロジェクトの枠組み〔PDM version 3.0（付属資料１）〕

（１）プロジェクト目標

ベトナム北部中山間地域の自然・社会経済環境に適した有望系統群開発のための、稲育

種システムが強化される。

（２）成　果

１）成果１：大容量・高速ジェノタイピングによる効率的な稲育種法が開発される。

２）成果２： 短期生育・高収量・病虫害抵抗性稲新品種育種のための有望系統群が開発さ

れる。

３）成果３：稲有望系統群の生理生態学的特性が明らかになる。

（３）活動

１）成果１を達成するための活動

1-1：有用遺伝子の探索・同定を行う。

1-2： 大容量・高速ジェノタイピングを導入し、DNA マーカー選抜（MAS）の最適化を

行う。

1-3：メコンデルタ地域の高温環境を利用して、効率的な世代促進を図る。

２）成果２を達成するための活動

2-1：短期生育・高収量・病虫害抵抗性に関与する遺伝子を有する有望系統を開発する。
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2-2：有望系統に有用遺伝子を集積する（ピラミディング）。

2-3：有望系統群の形質調査を行う。

３）成果３を達成するための活動

3-1：有望系統群（既存及び新たに開発された系統）の生理的特性を検定する。

3-2：有望系統群（既存及び新たに開発された系統）の環境適応性試験を実施する。

3-3：有望系統群に対応した推奨される栽培法に関する情報を取りまとめる。

１－３　合同レビュー調査団の構成

＜日本側＞

独立行政法人国際

協力機構（JICA）

団　　長 本村　知睦 JICA 農村開発部　参事役

協力企画 大塚　未希 JICA 農村開発部農業・農村開発第一グ

ループ第一チーム

評価分析 東野　英昭 株式会社レックス・インターナショナル

シニアコンサルタント

独立行政法人科

学技術振興機構

（JST）*

科学技術計画・

評価

国分　牧衛 JST 国際科学技術協力プログラム評価委員

東北大学大学院農学研究科名誉教授

科学技術計画・

評価

小平　憲祐 JST 国際科学技術部調査員

*：オブザーバー参加

＜ベトナム側＞

リーダー Dr. Vu Van Liet Professor, Viet Nam University of Agriculture（VNUA）

Director, Crops Research and Development Institute（CRDI）

メンバー Dr. La Tuan Nghia Director General, National Plant Resources Center, Ministry of 
Agriculture and Rural Development
Member, National Committee for Genetics Resources, Ministry of 
Science and Technology

１－４　調査日程

2015 年 7 月 19 日（日）～ 8 月 8 日（土）

日　付 東野（評価分析）

JICA
本村団長・大塚

（協力企画）

JST
（國分先生・小

平調査員）

滞　在

1 7/19 日 ・  （VN311）10：00 成田発 
13：25 ハノイ着

・ 資料整理

ハノイ
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2 7/20 月 ・ 業務調整員との打合せ

・ VNUA 表敬（プロジェクト・

マネジャー）

・ ベトナム側評価団員との協

議

・ C/P へのインタビュー

ハノイ

3 7/21 火 ・ ベトナム事務所員との打合

せ

・ 各成果ごとのヒアリング、

ラボ視察

ハノイ

4 7/22 水 ・ Thai Nguyen 視察 ハノイ

5 7/23 木 ・ レポート案作成、C/P ヒア

リング

・ Lao Cai へ移動

Lao Cai

6 7/24 金 ・ Lao Cai 省視察 ハノイ

7 7/25 土 ・ 和文・英文レポート案作成 ハノイ

8 7/26 日 ・ Soc Trang 省（ST）へ移動 Soc Trang

9 7/27 月 ・ ST 視察

・ ハノイ戻り

ハノイ

10 7/28 火 ・ 和文・英文レポート案作成 ・ （VN311） 
10：00 成田発 
13：25ハノイ着

（JICA 団員 ）

・ （NH857） 
08：55 羽田発 
12：15 ハノイ着

ハノイ

・ 評価分析コンサルタントとの打合せ

JICA ベトナム事務所、業務調整員との打合せ

ハノイ

11 7/29 水 ・ 新学長との面談

・ ベトナム側評価団員とのキックオフ MTG
成果１及び九州大学の活動（安井）

成果２及び名古屋大学の活動（芦苅）

成果３－１、３－２及び VNUA の活動

成果３－３及び Ngeh An 省の活動

・ ポスタープレゼンテーション

・ 育種・作物実験室視察

ハノイ

12 7/30 木 ・ Thai Nguyen 省視察 ハノイ

13 7/31 金 ・ 日本側団内協議（英文レポート案ワーディングチェック等） ハノイ

14 8/1 土 ・ 英文レポート案作成 ハノイ

15 8/2 日 ・ 英文レポート案作成

・ （VN1715）18：40 ハノイ発 -19：30 ヴィン着

Nghe An
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16 8/3 月 ・ Nghe An 省視察

・ （VN1714）19：25 ヴィン発 -20：15 ハノイ着

ハノイ

17 8/4 火 ・ 日本側団内協議（英文評価レポート案の確定）

・ 日本側研究者との協議

ハノイ

18 8/5 水 ・ 英文評価レポートの加筆・修正、ベトナム側評価団員との協議

・ 英文レポート最終化

ハノイ

19 8/6 木 ・ 合同調整委員会（JCC）発表資料 & 調査報告

資料準備

・ ベトナム側評価団との最終協議（評価報告書

最終確認、JCC 発表準備）

・ （NH858） 
13：55 ハノイ発 
21：05 羽田着

（國分団員、

小平団員）

ハノイ

20 8/7 金 ・ JCC 農業農村開発省（MARD）協議

・ PM：調査報告（JICAベトナム事務所／大使館）

・ （VN310）00：25 ハノイ発 -07：35 成田着

機中泊

21 8/8 土 ・ 早朝：東京着

１－５　調査手法

本終了時評価調査は、日本側及びベトナム側評価チームの合同で、以下のプロセスにて実施さ

れた。

（１ ） プロジェクトチーム作成・提供資料、その他関連資料のレビュー

（２ ） プロジェクト実績、実施プロセス、評価５項目ごとに、評価設問を設定した評価グリッ

ド（和文、英文）の作成（付属資料２「評価グリッド」）

（３ ） 同グリッドに基づいた質問票の準備、プロジェクト関係者（プロジェクト専門家、ベト

ナム側 C/P への事前配布

（４ ） 質問票に基づいた、プロジェクト関係者へのインタビュー、その他関係者〔Thai Nguyen
省農業農村開発局（DARD）、Thai Nguyen 省種苗合資会社、Lao Cai 省種子センター、Soc 
Trang 省 DARD〕へのインタビュー

（５ ） プロジェクトサイト（VNUA プロジェクト関連施設・試験圃場、Thai Nguyen 省試験圃場、

Lao Cai 省試験圃場、Soc Trang 省育種支場）視察

（６ ） 収集情報に基づいた、プロジェクト実績（投入、活動）の確認、成果の達成状況・見込

みについての検証、プロジェクト実施プロセスについての確認

（７ ） 以下の評価５項目の観点からの評価の実施
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１）妥当性： プロジェクト目標は、ベトナム側の開発政策・ニーズ、日本の援助政策と整合

性がとれているか。

２）有効性：�プロジェクト目標はどの程度達成されている（達成される見込み）か、成果と

の関係はどのようになっているか。

３）効率性：�投入は成果達成のために効率的（量、質、タイミング）に行われたか。

４）インパクト：�プロジェクト実施による正・負の直接・間接の効果はあるか。

５）持続性：�プロジェクト終了後に、その効果がどの程度持続する見込みがあるか。

（８ ） 上記評価結果を踏まえたうえ、今後のプロジェクト活動の運営方針に係る提言事項取り

まとめ、合同評価団による終了時評価報告書を作成し、JCC において合意する。

（９）JCC の議長と協議議事録（M/M）について合意のうえ、署名を取り交わす。

１－６　主要面談者

（１）ベトナム側関係者

１）＜ベトナム国立農業大学（VNUA）＞

Dr. Nguyen Thi Lan Project Director/Acting President of VNUA

Dr. Phạm Van Cưong Project Manager/Vice President of VNUA

Dr. Nguyen Van Hoan Research Advisor（Plant Breeding）/Ex. Director of RRI

２）＜VNUA：遺伝資源チーム＞

Dr. Vu Hong Quang Team Leader, Vice Director, CRDI

Ms. Nguyen Ngoc Hoa Assistant, Plant Breeding Laboratory, Faculty of Biotechnology

Ms. Nguyen Thị Mai Phương Research Assistant, Plant Breeding Laboratory

３）＜VNUA：植物育種チーム＞

Dr. Vu Thị Thu Hien, Team Leader
Deputy Head, Dept. Plant Genetics and Breeding, Faculty of 
Agronomy

Mr. Nguyen Thanh Tung Research Assistant, Plant Breeding Laboratory

Mr. Nguyen Quoc Trung Deputy Head, Dept. Molecular Biology and Applied Biotechnology, 
Faculty of Biotechnology

Mr. Phung Danh Huan Researcher, CRDI

４）＜VNUA：植物生産生理チーム＞

Dr. Tang Thị Hạnh Team Leader/Head, Dept. Food Crop Science, Faculty of Agronomy

Ms. Phan Thị Hong Nhung Lecturer, Department of Crop Science, Faculty of Agronomy
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Mrs. Đo Thị Hưong Head, Dept. Experimental Method and Biostatistics, Faculty of 
Agronomy

Ms. Đinh Mai Thuy Linh Research Assistant, Plant Production Physiology Laboratory

５）＜Thai Nguyen 省農業農村開発局（DARD）＞

Mr. Hoang Van Dung Vice Director

６）＜Thai Nguyen 省種子合弁会社＞

Mr. Trieu Hong Quan Director

Mr. Bui Ngoc Thanh Member of Administration Team

７）＜Lao Cai 省種子農業技術移転センター＞

Mr. Bui Quoc Liem Vice Director

Mr. Tran Trung Diep Head of Bat Xat Station

Ms. Do Thi Bac Member of Administration Team

８）＜Soc Trang 省農業農村開発局（DARD）＞

Mr. Ho Quang Cua Vice Director

Dr. Tran Tan Phuong Deputy Head of Crop Production Division

９）＜Ngeh An 省 Yen Thanh 郡 Do Thanh ステーション＞

Mr. Nguyen Van Lap Vice General Director of Nghe An DARD

Mrs. Vo Thi Nhung Director Seed Center, Nghe An Province

10）＜農業農村開発省（MARD）＞

Mr. Nguyen Anh Minh Head of Bilateral Cooperation Division

内海　晋 JICA 専門家（Integrated Agriculture and Rural Department）

（２）日本側関係者

１）＜プロジェクト専門家／研究者＞

吉村　淳 プロジェクトリーダー 九州大学農学研究院　教授

緒方　一夫 プロジェクト専門家  九州大学熱帯農学研究センター 
教授

安井　秀 プロジェクト専門家 九州大学農学研究院　准教授

芦苅　基行 プロジェクト専門家  名古屋大学生物機能開発利用研究

センター　教授

Enrique Angeles プロジェクト専門家 九州大学農学研究院　准教授

濱岡　範光 プロジェクト専門家 九州大学大学院　学術研究員
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井芹　信之 プロジェクト業務調整員

２）＜在ベトナム日本大使館＞

下瀬　耕三郎 二等書記官（経済班）

３）＜JICA ベトナム事務所＞

森　睦也 所長

藤田　暁子 所員

冨田　翔 所員
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第２章　プロジェクトの実績

２－１　投入実績

２－１－１　日本側投入

（１）専門家派遣（付属資料３）

短期専門家／研究者 13 名、長期専門家（業務調整員）1 名が派遣されている。2013 年

8 月 7 日迄の派遣日数は、短期専門家／研究者合計 1,867 日（62.2 人月）、長期専門家 1,677
日（55.9 人月）である。詳細については、付属資料３に示すとおりである。

（２）本邦研修（付属資料４）

短期の本邦研修／共同研究には延べ 28 名〔複数回（2 回〜 4 回）参加者が 5 名おり、

研修派遣者数は計 20 名〕が参加し、長期の共同研究には 4 名〔九州大学 2 名（滞在中）、

愛媛大学（2014 年 9 月末まで）と名古屋大学（2015 年 3 月末まで）に各 1 名〕が参加し

ている。また、集団研修には 3 名が参加した。詳細については、付属資料４に示すとおり

である。

本邦研修 研修生（研究者）派遣実績

長期共同研究 4

短期本邦研修／共同研究 28

集団研修 3

（３）資機材供与（付属資料５）

日本側からの資機材供与の総額は 158 万 5,592 米ドルである。主な資機材としては、車

両、ラボ用冷蔵庫、ポリメラーゼ連鎖反応（PCR）装置、DNA ジェノタイピング装置と

周辺機器、光合成分析器等が含まれる。これらの機材は、プロジェクト事務所、遺伝資源

関連施設、育種実験室、植物生産生理実験室、Soc Trang 省育種支場等に設置されている。

供与資機材の状態は良好で、プロジェクト活動に十分に活用されている。詳細について

は、付属資料５に示すとおりである。

（４）施設改修・建設（付属資料６）

日本側資金により VNUA 内及び Soc Trang 省育種支場に、施設が建設・設置された。そ

の内容は、以下に示すとおりである。これらの施設の状態はおおむね良好で、プロジェク

ト活動に十分に活用されている。ベトナム側から提供された施設も含めた詳細について

は、付属資料６に示すとおりである。

設置 ･ 建設場所 施　設

VNUA 実験室（4）ネットハウス（7）試験圃場（2）交雑用建屋（1）
種子処理室（1）排水処理施設（2）冷蔵貯蔵室（1）倉庫（1）
使用土壌置き場（2）
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Soc Trang 省育種支場 事務所（1）ネットハウス（2）交雑用建屋（1）試験圃場（1ha）

（５）現地業務費

2015年3月末までに約190万米ドルが出費されており、実験活動費、施設建設・改修費、

人件費等に使われている。2015 年度予算として、17 万米ドルの支出が予定されている。

２－１－２　ベトナム側投入

（１）C/P の配置（付属資料７）

VNUA の主に作物開発研究所（CRDI）と農学部から、延べ 42 名（プロジェクト ･ ダイ

レクター、プロジェクト ･ マネジャーと 40 名の研究者）が C/P として配置されている。

42 名の C/P は、4 チーム〔1. 遺伝資源（8 名）、2. 育種（14 名）、3. 植物生産生理（12 名）、4. 
防疫・普及・バイオテクノロジー（8 名）〕に配置されている。詳細については付属資料

７に示すとおりである。

（２）事務所、用地、建物、施設の提供（付属資料６）

VNUA 内にある、プロジェクト事務所、実験室、網屋、試験圃場は、プロジェクト研究

活動のために、VNUA 側から提供されたものである。Thai Nguyen 省試験圃場、Lao Cai 省
試験圃場、Soc Trang 省育種支場の圃場については、その賃借料を日本側と共にベトナム

側も負担している。

（３）現地業務費

2015 年 3 月末までに約 38 万米ドルを負担しており、実験活動費、施設建設・改修費、

人件費等に使われている。また、2015 年度予算として、6 万米ドルの支出が予定されてい

る。

２－２　活動の達成状況

本プロジェクトでは、以下の成果を達成するために、さまざまな活動が実施された。

成果１：大容量・高速ジェノタイピングによる効率的な稲育種法が開発される。

成果２：短期生育・高収量・病虫害抵抗性稲新品種育種のための有望系統群が開発される。

成果３：稲有望系統群の生理生態学的特性が明らかになる。

ベトナム側 C/P は 4 チーム（1. 遺伝資源、2. 育種、3. 植物生産生理、4. 防疫・普及・バイオテ

クノロジー）に組成されている。育種チームが成果１と２に係る活動を担当し、植物生産生理

チームが成果３に係る活動を担当し、遺伝資源チームが育種の各段階の稲素材の管理・保管を担

当している。防疫・普及・バイオテクノロジーチームは、今後、白葉枯病耐性、トビイロウンカ

耐性に係る試験、新品種の普及等を担当することになる。

プロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM）（version 3.0、第 4 回 JCC にて承認）記載の活

動計画、各活動の進捗状況は、以下に示すとおりである。
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２－２－１　成果１を達成するための活動
1

PDM の活動 活動状況

1-1：有用遺伝子

の探索・同定を

行う。

‐ 2011 年に九大・名大から計 186 の遺伝資源が VNUA に導入された。

‐ 短期生育、低温耐性の系統が見いだされた。

‐ 九大・名大の協力を得て、VNUA は短期生育に関連する新たな有用遺伝子の探索

と同定を行った。その結果、2015 年 8 月現在、42 の有用遺伝子を（戻し交雑と

MAS により）開発している。

1-2：大容量・高

速ジェノタイピ

ングを導入し、

DNA マーカー選

抜（MAS） の 最

適化を行う。

‐ プロジェクトの実施を通じて、ベトナム側 C/P は、単純反復配列（SSR）を用い

たジェノタイピングの能力を身に付けた。

‐ 名大は、4 万 4,000 の一塩基多型（SNP）情報を蓄積し、対象遺伝子に関連のあ

る SNP を選抜した。また、これらの情報に基づき、本プロジェクトの目的に特化

した DNA マイクロアレイシステム〔イルミナ社製高性能ビーズアレイ（VC-101-
1000J）〕を設計した

1
。

‐ 同システムは 2010 年度に九大にも導入され、同システムを利用しての、SNP 同定

に係る研修を VNUA C/P 研修生及び九大修士学生に対して実施した。

‐ MASのために最適化された 144のDNAマーカー（SNP及び SSR）が同定された（2013
年）。

‐ 同システムは 2012 年 7 月に VNUA（当時 HUA）にも導入され、MAS 最適化に係

る VNUA への技術移転が進められた。

‐ しかし、2015 年 8 月現在、ベトナム側 C/P は、大容量・高速ジェノタイピングに

よる MAS 実施の能力を更に強化する必要が認められる。

1-3：メコンデル

タ地域の高温環

境を利用して、

効率的な世代促

進を図る。

‐ Soc Trang 省に稲育種支場が設置され、2011 年 11 月から作付けが開始された。

‐ Soc Trang 省の育種支場の設置により、VNUA 育種場間とのシャトル育種手法によ

る迅速な世代促進が安定的に実施された環境が整った。

‐ Soc Trang 省では、温暖な気候を利用して、年に 3 回の作付けが可能であり、

VNUA の育種場との間でのシャトル育種手法による安定的かつ迅速な世代促進の

実現に多大な効果があった。これまでに両育種場で、合計 14 回の作付けが行われ

た。

VNUA Soc Trang 省

年 冬 春 夏 秋 年 冬 春 夏 秋

2011 ✓ ✓ 2011

2012 ✓ ✓ 2012 ✓

2013 ✓ ✓ 2013 ✓ ✓ ✓

2014 ✓ ✓ 2014

2015 ✓ 2015 ✓

1
　 VC-101-1000J は、本プロジェクト計画段階（2010 年）では最良のシステムであり、供与が決定されたが、イルミナ社が 2012 年

10 月に販売を中止し、試薬の提供も 2017 年までとなった。しかし、ビーズアレイの設計 /SNP マーカー情報などの基本知識・技

術や蓄積した遺伝素材は、今後、異なるシステムが導入されても有効活用できる。
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２－２－２　成果２を達成するための活動

PDM の活動 活動状況

2-1：短期生育・

高収量・病虫害

抵抗性に関与す

る遺伝子を有す

る有望系統を開

発する。

‐ IR24 及び KD18 を受容親として、高収量（GN1、WFP1）、白葉枯病耐性（XA7、
XA21）、トビイロウンカ耐性（BPH25、BPH26）、セジロウンカ耐性（OVC、OVC-
related QTLs）遺伝子をもつ育種材料との交雑を、2011年VNUA春作（2011年2〜6月）

より開始した。

‐ Soc Trang 省育種支場が設置されてからは、戻し交雑用の育種集団を、Soc Trang 省

と VNUA の両方、あるいはどちらかで栽培し、世代促進を進めた。

‐ 戻し交雑は、2013 年以前には、遺伝子型の分析は九大と名大で行い、分析結果に

基づいて VNUA と Soc Trang 省で戻し交雑を行っていた。

‐ しかし、2014 年以降は、SSR マーカーを使った、九大・名大と同様のジェノタイ

ピングシステムが VNUA に導入され、ベトナム側 C/P に対する研修が実施された。

その結果、VNUA が独自に MAS 育種を行う条件が整いつつある。

‐ 2015 年 5 月には開発された系統のほとんどが BC3F3 に到達した。

‐ 終了時評価の時点で、有望系統の開発は以下のとおりである。

Nils 20 系統（準同質遺伝子系統）KD18 を遺伝的背景とする有望系統：11 系統、

IR24 を遺伝的背景とする有望系統：9 系統

Pyls 30 系統（有用遺伝子集積系統）KD18 を遺伝的背景とする有望系統：17 系統、

IR24 を遺伝的背景とする有望系統：13 系統

2-2：有望系統に

有用遺伝子を集

積する（ピラミ

ディング）。

2-3：有望系統群

の形質調査を行

う。

‐ 導入された系統（IAS、Ruf-ILs、BPH-NILs）の形質調査が実施された。

‐ 有望系統群の一部、または、作出途中の材料がベトナム側に移管され、品種化に

向けた選抜と評価がなされた。また、交配のノウハウや DNA マーカー選抜法の研

修が行われた。

‐ 稲白葉枯病抵抗性遺伝子を MAS で導入した有望系統群のバイオアッセイ（イネ白

葉枯病に対する抵抗性）を行うために、2013 年 9 月から 10 月にかけて、ハノイ周

辺、Thai Nguyen省及び Lao Cai省において稲白葉枯病罹病用のサンプリングを行い、

病原菌の分離を行った。さらに、本プロジェクトで有望系統作出に用いた稲白葉

枯病抵抗性遺伝子 XA7 及び XA21 の効果をみるため、Thai Nguyen 省及び Lao Cai 省
から収集された菌株を用いて接種試験を実施した。その結果、XA7 及び XA21 は有

効であることが実証された。

‐ VNUA の 2014 年秋作において、前年度に活動項目 2-1 で作出した NILs 計 19 の有

望系統（対象有用遺伝子 GN1、WFP1、XA7、XA21 を導入した系統）について、収量、

千粒重、稈長、穂数、穂長、稔実歩合等の収量関連形質調査を行った。2014 年秋

作には稲白葉枯病は発生したが、抵抗性遺伝子 XA7、XA21 を有する有望系統では

収量低下がみられなかった。

‐ ウンカ類抵抗性遺伝子（BPH25、BPH26）の準同質遺伝子系統について、北部ベ

トナムの昆虫個体群に対する抵抗性評価を、2015 年 9 月に九州沖縄農業研究セン

ターの施設を用いて実施する予定である。
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２－２－３　成果３を達成するための活動

PDM の活動 活動状況

3-1：有望系統群

（既存及び新た

に開発された系

統）の生理的特

性を検定する。

‐ 九大・名大から導入された系統（活動項目 1-1）を材料として、短期生育型 2 系

統が Thai Nguyen にて選ばれた
2
。

‐ 2011 年 VNUA 秋作及び 2012 年 VNUA 春作において、IR24 を遺伝的背景とする

IAS 及び RUF-ILs から選出された短期生育型 2 系統（selected lines）につきポット

試験を実施し、分ゲツ期、出穂期、糊熟期に、光合成特性〔CO2 交換速度、気孔

伝導度、葉緑素含量測定機器（SPAD）値〕、葉面積、乾物重を調査した。IR24 と

比較して、移植から分ゲツ期の成長速度、出穂期から糊熟期の穂の成長速度が速

いことが判明した。

‐ 同時期に VNUA で圃場試験を実施し、これら短期生育型系統の生育期間は KD18
よりも 7 ～ 8 日短いながらも、収量については遜色ないことが明らかになった。

‐ さらに短期生育型系統は、窒素施肥が十分に行われた条件において高い窒素利用

効率を示すことが明らかとなった。

‐ 2013 年に活動項目 2 から 3 に移管した GN1（一穂粒数増加遺伝子）有望系統及び

WFP1（一次枝梗数増加遺伝子）有望系統（BC3F3）を用いて、自殖（Soc Trang 省圃場）

を進め、それぞれの遺伝子に関する収量性有望系統として、GN1 については

DCG31、DCG32、DCG33 の 3 系統（BC3F4）、WFP1 については DCG34、DCG35、
DCG36 の 3 系統（BC3F4）を確立し、2014 年からは、それら収量性有望系統群を

用いた生理生態学的特性の解析に着手した

‐ GN1 及び WFP1 導入系統（DCG31 と DCG36）の一穂籾数は KD18 よりも高かった

が（DCG31：13％増、DCG36：52％増）、登熟歩合と千粒重が低く、収量は KD18
と同等であった。また、両系統ともに光合成速度からみた出穂後の葉の老化程度

が KD18 よりも早く、登熟期のソース能が低いと考えられた。

3-2：有望系統群

（既存及び新た

に開発された系

統）の環境適応

性試験を実施す

る。

‐ 環境適応性試験においては、北部ベトナム中山間地域における有望遺伝子資源の

評価試験を行った。具体的には、北部ベトナム中山間地域に 2 カ所の試験サイト

（Thai Nguyen 省、Lao Cai 省）を設けて、収量性、早晩性を中心とした遺伝資源の

探索と同定から着手した。まず IR24 を遺伝的背景とする日本型稲染色体部分置換

系統群並びに野生稲染色体断片部分置換系統群を用いて、生育期間並びに収量性

の調査を実施した。得られた有望系統については種子増殖並びに受容親優良品種

との交雑を行った。

‐ 選ばれた系統（後の DCG19 を含む）は両試験サイトで KD18 より 5 ～ 10 日生育

期間が短く、収量関連形質においても KD18 と同等の性能を示すことが明らかに

した。

‐ また、本試験で見いだされた低温耐性を有する系統（のちの DCG66）についても

同様の調査を実施した。

‐ 2012 年に KD18 と TSC3 の交配に由来し、短期生育型を示した系統（BC2F3）を活

動項目 2 から 3 に早期導入した。その後自殖を進めつつ、短期生育型有望系統の

選抜を行い、DCG72 及び DCG74 が確立された。両系統は、3 サイトで生育期間が

短く、KD18 と遜色ない収量を示した。

2
　 プロジェクト側の定義では、日本から導入した系統を introduced lines、そのなかからベトナム側で選抜した系統を selected lines、
本プロジェクトにて戻し交雑と MAS により有用遺伝子を導入した系統を developed lines、そのなかから確実に有用遺伝子が入っ

ている系統を promising lines（有望系統）としている。最終的に品種化に向けて品質特性試験を行い、他品種との区別性、均一性、

安定性が保証できる系統を elite lines と呼ぶことにしている。
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‐ 2013 年秋に、研究項目 2 から 3 に移管した収量性有望系統群（DCG31（GN1）と

DCG36（WFP1））に関して、3 サイト の異なる栽培条件下で、環境適応性試験を

実施した。これらの系統の Thai Nguyen 省と Lao Cai 省での収量は KD18 を下回っ

た。GN1 導入系統は 10％、WFP1 導入系統は 25％程度低い結果となった。特に、

WFP1 を持つ系統は登熟割合が KD18 に比べて 20％程低く、生理生態的特性検定

の結果と同様に、登熟期のソース不足が原因と指摘された。

‐ これらの結果に基づき、現在（2015 年春作）、WFP1 導入系統群に着目し、窒素施

肥によるシンクソースバランス改善を目的として、窒素投入量と実肥が収量や生

理生態的特性に及ぼす影響を圃場条件下で検討している。2015 年 7 月末に取りま

とめられた暫定報告では、施肥の方法（施肥の時期と量）を変えることによって、

DCG36 の収量を向上させ得る見込みが得られた。

3-3：有望系統群

に対応した推奨

される栽培法に

関する情報を取

りまとめる。

‐ 推奨される栽培法の取りまとめに向け、上記短期生育型 2 系統を使用しての予備

試験が 2012 年度から開始された。肥料（窒素）及び栽植密度が成長及び収量に及

ぼす影響につき試験を行い、葉面積指数（LAI）、穂成長速度（PGR）、窒素利用効

率〔農業窒素利用効率（ANUE）、バイオマス窒素利用効率（BNUE）〕、効果的な

栽植密度に関するデータが収集された。

‐ 2012 年 1 月、9 月、2013 年 5 月に、Thai Nguyen 省と Lao Cai 省の農家を対象に農

民研修を実施し（参加者総計約 180 名）、DCG19、DCG31、DCG66、DCG72 系統

に係る栽培技術につき説明も行われた。

‐ 品種登録のために大規模圃場試験と農民研修（DCG19 は Lao Cai 省、DCG66 は

Thai Nguye 省を栽培候補地として想定）が行われ、これらの系統の栽培ガイドラ

インが作成された。

‐ DCG66 と DCG72 については、2014 年 11 月に品種登録の申請が完了し、2015 年 3 月、

MARD は試験栽培〔種子品質検査（VCU）試験〕を開始した。順当ならば、これ

らの系統は 2016 年の前半に品種登録される見込みである。

２－３　成果の達成状況

成果１：日本側（九大及び名大）による DNA マーカー選抜（MAS）技術の最適化と Soc Trang
省支場における迅速な世代促進の実施を組み合わせ、ジェノタイピングによる効率的なイネ育種

法の基礎が確立した。PDM に設定された成果指標も、すべて満足されており、成果１は十分達

成されている。PDM の指標に基づいた、成果の達成状況の詳細は下表のとおりである。

成　果 指　標 達成状況

成果１：大容量・高

速ジェノタイピング

による効率的な稲育

種法が開発される。

1-1：HUA において収集

された遺伝資源の数（目

標値：200 系統）

‐ 2010 年から 2011 年にかけて、九州大学及び名古屋

大学から、合計 186 系統の遺伝子が導入された。

‐ これに加え、2013 年以降、VNUA において 42 の

遺伝資源が開発された。

‐ その結果、収集された遺伝資源の数は、2015 年 7
月現在、228 に達した。

2010-11 2012 2013 2014 2015 合　計

186 0 4 0 38 228
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1-2：大容量・高速ジェ

ノタイピングに適用可能

な有用遺伝子の数（対象

遺伝子数 x 遺伝的背景）

（目標値：20 遺伝子　ハ

イスループットに限定）

‐ 大容量・高速ジェノタイピングシステムが、2012
年 7 月に VNUA に導入された。

‐ 2015 年 7 月現在、大容量・高速ジェノタイピング

に適用可能な有用遺伝子として 32 遺伝子（遺伝的

背景：IR24 と KD18）が同定されている。

2010-11 2012 2013 2014 2015 合　計

0 18 7 7 ---- 32

1-3-1：年間に促進した

世代数と総系統数

（目標値：960 系統）

‐ 2015 年 7 月現在で、これまでに促進した世代数ご

との総系統数の合計は、1,366 系統に達した。

2010-11 2012 2013 2014 2015 合　計

358 432 432 144 ---- 1,366

1-3-2：Soc Tran 省での育

成系統数

（目標値：96 系統 / 年）

‐ Soc Tran 省での育成系統数は 906 系統で、年間

181.2 系統となった。

2010-11 2012 2013 2014 2015 合　計

186 288 288 144 ---- 906

成果２：ジェノタイピングによる効率的な稲育種法（成果１）を実践することにより、プロジェ

クト第 3 年次以降に有望系統が開発された。同育種法の VNUA による実践も開始されており、

導入された DNA マイクロアレイシステムや SSR を使い、日本側専門家の支援を受けながら C/P
自身で MAS を実施する体制が整備されつつある。PDM の指標も、ほぼすべて満足されているこ

とから、成果２は達成されているといえる。

成　果 指　標 達成状況

成果２：短期生育・

高収量・病虫害抵抗

性稲新品種育種のた

めの有望系統群が開

発される。

2-1：単一有用遺伝子系

統の数

（目標値：20 系統）

‐ 2015 年 7 月現在、開発された単一有用遺伝子系統

（NILs）の数は 20 である。

2010-11 2012 2013 2014 2015 合　計

0 0 17 3 ---- 20

2-2：有用遺伝子集積系

統数

（目標値：30 系統）

‐ 2015 年 7 月現在、開発された有用遺伝子集積系統

（PYLs）の数は 30 である。

2010-11 2012 2013 2014 2015 合　計

1 0 8 7 14 30

2-3：検定系統数

（目標値：160 系統）

‐ 2015 年 7 月現在、検定系統数は 445 である。

2010-11 2012 2013 2014 2015 合　計

113 8 0 204 120 445
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成果３：選抜された系統（selected lines）につき、VNUA 側を主体として実験室及び圃場レベ

ルでの試験（生理的、環境適応性）がこれまでに着実に実施されている。開発された有望系統に

対してもこれらの試験が実施されている。PDM の指標もほぼ満たされており、成果３は十分に

達成されたといえる。

成　果 指　標 達成状況

成果３：稲有望系統

群の生理生態学的特

性が明らかになる。

3-1：実施された生理的

特性の検定の数

（目標値：10 系統）

‐ 2015 年 7 月現在、実施された生理的特性の検定の

数は 9 である。

2010-11 2012 2013 2014 2015 合　計

2 2 ---- 5 ---- 9

3-2 ：環境適応性試験が

実施された有望系統の数

（目標値：10 系統、3 試

験地）

‐ 2015 年 7 月までに環境適応性試験が実施された有

望系統の数は、3 試験地（Thai Nguyen 省 /Lao Cai
省 /Hanoi）で 14 系統である。

2010-11 2012 2013 2014 2015 合　計

2 7 ---- 5 ---- 14

3-3 ：有望系統の栽培指

針の数

（目標値：4 編の栽培指針

書）

‐ 以下に示すように、新たに開発された有望系統

（DCG19/ DCG 66/ DCG 72）を対象に、Thai Nguyen省、

Lao Cai 省向けの 6 編の栽培指針が作成された。

有望系統 Thai Nguyen 省 Lao Cai 省

DCG19 作成済

DCG66 作成済 作成済

DCG72 作成済

DCG31 作成済 作成済

２－４　プロジェクト目標の達成状況

プロジェクト目標： ベトナム北部中山間地域の自然・社会経済環境に適した有望系統群開発のた

めの、稲育種システムが強化される。

指標：以下の形質〔 ａ）、ｂ）、ｃ）に記述〕を有した稲新品種の有望系統の数（目標値：少なく

とも 2 つ〜 3 つ）

達成状況：DCG19、DCG31、DCG66、DCG72 の 4 種類の有望系統の開発がなされた。

ａ） 生育期間が 10 日程短縮される（現在の平均的な生育期間は秋：100 〜 110 日間、春：115 〜

125 日間）。

達成状況：2014 年秋作と、2015 年春作の結果、次表に示したように、DCG72 の生育期間は、

比較対象となる KD18 に比べて、2014 年の秋作で 11 日〜 14 日、2015 年の春作で 10 日〜 15 日

短縮されている。
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作付時期 イネの種類 Hanoi Thai Nguyen 省 Lao Cai 省

2014 秋作 DCG72 90 日 91 日 91 日

KD18 101 日 105 日 105 日

（生育日数短縮） （11 日） （14 日） （14 日）

2015 春作 DCG72 113 日 108 日 103 日

KD18 128 日 119 日 113 日

（生育日数短縮） （15 日） （11 日） （10 日）

ｂ） 収量が現在の生産量よりも 5 〜 10％増加する（Thai Nguyen 省及び Lao Cai 省の実験圃場で

の測定値を比較する）。

達成状況：2014 年秋作においては、高収量性遺伝子（GN1、WFP1）を導入した系統は、種

子数の増加はみられたものの、収量は増加しなかった。この理由として、茎葉のソース能力の

不足（ソースとシンクのバランスが取れていない）が原因とみられている。WFP1 遺伝子導入

系統を用いて、施肥方法の改善等による効果を検討中（2015 年春作）である。

2015 年 7 月末に取りまとめられた経過報告では、施肥の方法（施肥の時期と量）を変える

ことによって、DCG36 の収量を向上させ得る見込みが得られている。

ｃ）病虫害（白葉枯病とトビイロウンカ）抵抗性を有する系統を育成する。

達成状況：以下の表に示すように、XA7 と XA21 をもつ系統は、白葉枯れ病に対して、病斑

部が短くなっており、耐性をもつことが確認された。

白葉枯れ病耐性遺伝子 白葉枯れ病による病斑長

KD18 16 ～ 18cm

XA7 導入系統 0.3 ～ 0.5cm

XA21 導入系統 6 ～ 14cm

XA7 + XA21 導入系統 0.2 ～ 0.5cm

一方、ウンカ類抵抗性遺伝子（BPH25、 BPH26）について、北部ベトナムの昆虫個体群に対

する抵抗性について、2015 年 9 月に九州沖縄農業研究センターにて評価試験を行う予定となっ

ている。

OVC については、この遺伝子を導入した系統の稲が、ウンカ卵を殺すために安息香酸ベン

ジルを分泌する自己防御反応をもち、その際、茎の部分に液侵化（water soaking lesion）が現れ

ることが知られている。VNUA において、その様子が目視にて確認されている。

２－５　実施プロセス

２－５－１　プロジェクト実施とモニタリング体制

（１）合同調整委員会（JCC）会議

プロジェクト活動全般の進捗は JCC 会議にて関係者に共有され、モニターされている。
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JCC 会議はこれまでに 5 回開催され、当該年の活動成果の状況が報告されるとともに、翌

年の活動枠組が関係者に共有され、承認されている。

JCC 会議 開催日 参加者数

1st JCC Meeting 2010.12.3 13 名（ベトナム側 5 名、日本側：8 名）

2nd JCC Meeting 2011.12.9
15 名〔ベトナム側 5 名、日本側：10 名（JICA ベトナムと JST
からも参加有り）〕

3rd JCC Meeting 2012.12.7
14 名〔ベトナム側 6 名、日本側：8 名（JICA ベトナムと JST
からも参加有り）〕

4th JCC Meeting 2013.12.4
12 名〔ベトナム側 6 名、日本側：6 名（JICA ベトナムと個別

専門家（MARD）の参加有り〕

5th JCC Meeting 2014.12.3
13 名〔ベトナム側 5 名、日本側：8 名（JICA ベトナムと個別

専門家（総合農業農村開発）の参加有り〕

（２）活動レベルの管理体制

投入の部分で述べたとおり、ベトナム側 C/P は 4 チーム（1. 遺伝資源、2. 育種、3. 植物

生産生理、4. 防疫・普及・バイオテクノロジー）に組成されている。プロジェクト 1 ～ 2
年目は、遺伝資源、育種、植物生産生理の 3 チームの活動は、プロジェクト・マネジャー

が主導し、リサーチアドバイザーが支援した。2012 年 2 月にプロジェクト・マネジャー

が VNUA の農学部長に就任し多忙となり、若手研究者をリーダーとして育成する目的も

あり、3 年目以降は、各チームがリーダーを中心として機能する体制に移行させた。

プロジェクト・マネジャーとの緊密な連携のため、育種、生物生産生理チームのリー

ダーは農学部より選出し、主要 C/P メンバー数人を比較的研究活動に専念できる修士・博

士課程に所属させるなどの対応が図られた。現在でも、実質的には、プロジェクト・マネ

ジャーのリーダーシップによる管理が行われているものの、プロジェクト活動を効率的・

効果的に実施していくための体制構築のための努力がみられた。

上記に加え、実験準備フロー、必要資機材、業務費の支出等につき、連絡・承認プロセ

スを示した「Principle of Project Management」を日本側専門家とベトナム側 C/P で合意して

いる。育種、植物生産生理チームは、メンバーの業務分担についても取りきめている。作

付けの前には、各チームはチーム会合を実施し、実験計画（スケジュール、必要資機材等）

や分析方法等の研究活動詳細につき協議し、決定する。こうした、協議については、日本

側専門家も適宜参加している。

２－５－２　コミュニケーションと情報共有

九州大学と VNUA には長年にわたる協力の歴史があり
3
、日本側専門家とベトナム側 C/P の

主要メンバーは本プロジェクト以前に、既に親密な関係を築いていた。本プロジェクトにおい

3
　 九州大学大学院農学研究院及び熱帯農学研究センターは、JICA 技術協力プロジェクト「HUA 強化プロジェクト（1998 ～ 2004 年）」

を実施し、その後、日本学術振興会アジア・アフリカ学術基盤事業「ハイブリッドイネと農業生態系の科学（2006 ～ 2008 年）」

を実施した経緯がある。また、C/P の 2 名が博士号を、4 名が修士号を九州大学で取得している。
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ても、両者間のコミュニケーションはスムーズであった。機器の使い方、実験計画準備等にお

いて、必要に応じて専門家に E-mail で連絡を取り、アドバイスを得ていると大部分の C/P が回

答している。また、「グローバル人材育成推進事業」の一環として、VNUA に TV 会議システ

ムが導入されており、本プロジェクト活動に係る九大との連絡にも活用されている。また、プ

ロジェクトチームから、研究活動進捗、研究者紹介、実験環境・遠隔試験地の紹介、日越文化

紹介等を含む、写真付きニュース（日英）が週単位で配信されており、関係者間の情報共有に

役立っている。

２－５－３　ベトナム側のオーナーシップ

将来の研究活動の継続性と若手研究者の高い意欲を期待し、VNUA の若手研究者が C/P とし

て選ばれている。若手 C/P の専門分野は本プロジェクトの研究テーマに一致しているが、研究

活動経験は不足している。また、C/P の多くが VNUA の講師であり、教育業務の比重が高く、

研究に割ける時間が限定されている。こうした状況を考慮し、VNUA 側では、①主要メンバー

を博士課程に在籍させ研究業務に専念させ、その研究テーマを本プロジェクト活動にリンクさ

せる、②ベトナム側 C/P 資金から主要メンバーの給料を補填することで副業の必要性をなくす

などの対応をし、C/P がプロジェクト活動に専念できるようにしている。その結果、終了時評

価の時点でも、ほぼすべての C/P が本プロジェクトの概要（目標及び活動）、自らの研究課題

を理解し、研究活動に参加していることが確認できた
4
。

また、本プロジェクトでは、Lao Cai 省及び Thai Nguyen 省に実験圃場を、Soc Trang 省に育種

支場を設置している。これらの省の農業農村開発局（DARD）は、本プロジェクトの主旨につ

き理解するとともに、用地の提供、アクセス道路・橋・灌漑施設の建設等、プロジェクト活動

に協力している。

２－５－４　技術移転

戻し交雑、DNA マーカー選抜、世代促進等の育種法に係る知識・技術、生理生態学的特性

の検定に係る知識・技術は、本邦研修及び日本側専門家のベトナム訪問時における、技術アド

バイス及び共同作業により、ベトナム側 C/P へ十分なレベルで移転された
5
。

プロジェクトの前半では、九州大学・名古屋大学からの有用遺伝子の導入や、本邦への短期

研修中心とした技術移転が重点的に実施された。プロジェクトの中間時点では、C/P 側のプロ

ジェクト実施体制（チーム単位のプロジェクト管理）が構築され、設備の導入や施設の改修も

おおむね完了したことから、C/P がこれまでに移転された技術を活用し、VNUA での研究活動

を独自に実施していく際に、日本側専門家が技術指導を行うかたちで、研究活動が進められ、

その結果、技術移転が行われ、人材育成が進んだ。

２－５－５　促進要因と阻害要因

以下の要因が、プロジェクトの進捗を促進したと考えられる。

4
　 第 4 の防疫・普及・バイオテクノロジーチームのタスクは今後の活動に関係し、有望系統の普及についても育種及び植物生産生

理チームが行うかたちとなったため、結果としてプロジェクト活動にはほとんど参加しなかった。
5
　インタビューした C/P のほぼ全員が、知識・技術移転は適切に行われていると回答している。
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（１）促進要因

‐ 日本人専門家と、ベトナム側 C/P の関係は良好で、研究活動を円滑に進め、成果を達成

するうえでの促進要因となった。

‐ VNUA 内部でも、C/P 間の人間関係が良好であり、若手の研究者は、日本人専門家だけ

でなく、シニアレベルのベトナム人研究者からも技術的な指導を受け得る環境であっ

た。

‐ ベトナム側関係機関〔教育訓練省（MOET）、MARD、財務省（MOF）、計画投資省（MPI）
と他の地方組織〕の協力と支援により、プロジェクト活動が円滑に行われた。

‐ Thai Nguyen 省、Lao Cais 省の協力に加えて、Soc Trang 省の協力により、予定より 1 年

半ほど早く育種支場が設けられ、世代促進と戻し交雑が迅速に進められた。

（２）阻害要因

プロジェクトは当初計画どおりに進んでおり、特段の阻害要因は見当たらない。

２－５－６　ワークショップ／セミナー等

（１）ワークショップとセミナー（主要なもの）

行事名 開催日 開催場所 参加者 その他

ベトナムにおける

気候変動の対応し

た持続的農業開発

ワークショップ

2011/10/11 ベ ト ナ ム 国

立 農 業 大 学

（VNUA）

VNUA 関係者

他、約 160 名

農業農村開発省（MARD）、

教育訓練省（MOET）、地方

政府、研究機関関係者を集

め、事業概要と成果報告

遺伝子資源管理に

関する連続ツアー

会議

2011/10/18-
22

九州大学／名

古屋大学／生

物資源研究所

ベトナム側か

ら 9 名参加

VNU、MOET、MPI による意

見交換（Material Management 
Center /Gene Bank、等）

第 8 回アジア作物

学会会議における

研究成果の紹介

2014/9/23-25 VNUA 約 200 名 基調講演 2 課題（芦苅基行、

Pham Van Cuong）、口頭発表

4 課題、ポスター・プレゼ

ンテーション 4 課題

第 4 回国際稲会議

におけるポスター

プレゼンテーショ

ン

2014/10/27-
11/1

Bangkok, 
Thailand

数百名 国際稲研究所（IRRI）主催

の国際会議にて白葉枯病耐

性に関する研究結果をポス

タープレゼンテーション

第 8 回メコンデル

タ経済協力フォー

ラムに伴うクア博

士関連シンポジウ

ムでの講演

2014/11/5-7 Soc Trang 省 数百名 講演（業務調整員／井芹信

之）

（２）農民研修

プロジェクトは、Thai Nguyen 省と Lao Cai 省で、2012 年以降、2015 年まで、毎年、春
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と秋の作付時期に農民研修を行っており、これまでに、参加した農民の数は合計 1,029 名

に達した。これによって、農民の新品種に対する認識が深まり、同時に期待も高まった。

開催時期 タイトル 開催場所 参加人数 概　要

2012 年、

2013 年、

2014 年、

2015 年

農民研修「ワー

クショップ・セ

ミナー」

Thai Nguyen 省、

Lao Cai 省
総計：

1,029 名

VNUA が主体となり、農家を対象

に、短期生育型稲の栽培法につい

て概説、継続的に実地指導を実施。

具体的指導項目は、育苗、移植、

施肥、水管理、害虫駆除、収穫の

方法など。

技術協力プロジェクト「貧困地域小規模インフラ整備計画に係る参加型水管理推進プロ

ジェクト」は 2012 年 8 月に Hoa Binh 省及び Ngeh An 省で農民研修を実施した際には、本

プロジェクト遺伝資源チームのリーダーが講師として参加し、開発予定の品種を含めた高

収量米の栽培方法の説明を行った。

２－５－７　主な成果物

（１）論　文

合計 42 編の論文がプロジェクト関係者によって作成された（本邦学会誌：28、国際学

会誌：14）

（２）栽培ガイドライン（合計　6 種類）

作成・配布状況

DCG19 栽培ガイドライン

（秋作）

作成済（2014年 5月：200部作成／Lao Cai省BatXac県農民等に配布）

DCG31 栽培ガイドライン

（秋作）

作成済（2015年5月：300部作成／ Lao Cai省とThai Nguyen省に配布）

DCG66 栽培ガイドライン

（春作と秋作）

作成済（ 2014 年 5 月：150 部作成、 2015 年 1 月改訂：150 部作成 ／
Thai Nguyen 省 Phu Luonk 県及び Dai Tu 県の農民等に配布）

DCG72 栽培ガイドライン

（春作と秋作）

作成済（ 2014 年 5 月：150 部作成、2015 年 1 月改訂：150 部作成／

Thai Nguyen 省 Lao Cai 省農民のほか Nghe An 省にも配布）

（３）その他出版物

・ 芦苅基行、「植物ゲノム研究で世界の食糧危機を救う」　宙舞（公益社団法人　自動車技

術協会中部支部報）、72 巻　P7-10（2013）
・ 黒川裕介、上原奏子、芦苅基行、「植物科学の研究成果を利用するイネの育種プロジェ

クト」　植物の生長調節　48 巻　P169-171（2013）
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（４）学会発表

本邦及び国際学会の場での発表の概要は以下のとおり。

・ 招待講演：11（本邦：9 件、国際学会：2 件）

・ 口頭発表：22（本邦：6 件、国際学会：16 件）

・ ポスタープレゼンテーション：28（本邦：10 件、国際学会：18 件）

（５）ニュースレター／ウェブサイト

・ 週刊ニュースレター（No.1-No.241）
・ ニュースレター（No.1-No.9）
・ JICA ウェブサイト（1）プロジェクトニュース（No.1-No.229）
・ JICA ウェブサイト（2）Q&A シリーズ（No.1-No.9）
・ JST ウェブサイト（フェイスブック）プロジェクトニュース（No.1-No.241）

２－５－８　中間レビュー時の提言に対する対応

中間レビュー時の提言に対して、プロジェクトの対応はおおむね適切なものであった。詳細

については、付属資料８に示すとおりである。
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第３章　評価５項目による評価

３－１　妥当性

妥当性：本プロジェクトは、ベトナム側の開発政策、日本の ODA 政策、C/P 機関及び対象地

域のニーズと整合していることから、終了時評価の時点でも妥当性は高い。

３－１－１　ベトナム国の開発政策との整合性

「第 9 次社会経済開発 5 カ年計画（2011 ～ 2015 年）」では、生産改善、食料安全保障の確保、

農産物輸出の促進、新たな農村地域の開発を含む、包括的農業開発が含まれていた。

「農業生産マスタープラン（～ 2020 年）・ビジョン（～ 2030 年）」は、食料安全保障の確保、

国内の多様なニーズ・輸出に対応するため、科学技術の適用による農業開発を目的とし、研

究・科学技術の移転への優先的投資、同分野での他国との協調の方針が示されている。

同様に、2013 年 6 月に発布された「付加価値の向上と持続的な開発に向けての農業再構築

に関する」首相決議（No.899/QD-TTg）、並びに、2015 年 4 月に発布された首相決議（458/QD-
TTg）に基づくMARDのアクションプランでも、新たな農村地域の開発のための先進科学技術・

研究成果の農業生産への応用が強調されている。

本プロジェクトは先端の技術を用いて稲の有望系統を育種し、長期的には、食料安全保障及

び持続的農村開発の促進をめざすものであり、ベトナム政府の開発政策と合致している。

３－１－２　わが国の ODA 政策との整合性

対ベトナム国別援助方針（2012 年 12 月）では、脆弱性への対応が重点分野のひとつとなっ

ている。そのなかで、社会・生活面の向上と貧困削減・格差是正のための農業・地方開発プロ

グラムとして、本プロジェクトが位置づけられている。

３－１－３　VNUA のニーズとの整合性

ベトナム政府は、VNUA を ASEAN 経済統合に伴う農業分野の競争を勝ち抜く橋頭堡のひと

つと位置づけ、2013 年 6 月 10 日付けの第 899 号首相決議に基づく各種再編のなかで、農大を

MOET から MARD に移管し（2014 年 4 月）、同移管命令のなかで、首相決議に基づく農業改革

の主導的担い手としてのマンデートを与えている。こうした動きのなかで、VNUA には、研究

活動を進めるための機器の充実、若手研究者の知識・技術の向上が求められている。

また、2015 年 7 月、ベトナム側のプロジェクト活動の主体を構成していた VNUA の研究室

（植物育種研究室（Plant Breeding Laboratory）と植物生産生理実験室（Plant Production Physiology 
Laboratory）が、「日越国際植物研究センター（CIPR）」に統合・再編され、今後は、政府から

の財政的な支援を受けずに、独立採算の組織として運営されることになった。

同センターは、独立採算組織であり、研究活動に係る提案書を他機関に提出し、研究資金を

得ることが喫緊の課題となり、プロジェクトで基礎が築かれた育種研究の体制の更なる強化が

求められている。

３－１－４　対象地域のニーズとの整合性

本プロジェクトの対象であるベトナム北部の中山間地域は、コメをはじめとする農産物の生
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産性が低く、恒常的に食料不足の状態にある。当該地域においては、生産性の高い改良品種の

導入、農作物生産に係る農民の知識・技術の向上により、食料安全保障を確保することが求め

られている。

３－２　有効性

終了時評価時点で、プロジェクト目標はおおむね達成されている。一部の未達の部分について

も、プロジェクト終了までには達成が見込まれることから、プロジェクトの有効性は高いと判断

する。

本プロジェクトは、有用遺伝子を探索・同定し、DNA マーカー選抜（MAS）を最適化し、効

率的な稲育種法を開発し（成果１）、必要な特性に関与する遺伝子を有する有望系統群を開発し

（成果２）、開発された有望系統群の生理生態的特性を明らかにしたうえで栽培法に関する情報

を取りまとめる（成果３）ことを通じて、プロジェクト目標「ベトナム北部中山間地域の自然・

社会経済環境に適した有望系統群開発のための、稲育種システムが強化される。」を達成するこ

とをめざして実施された。

プロジェクト期間中に、ベトナム側 C/P の能力の強化、研究設備の整備が進み、九州大学・名

古屋大学の支援も得て、VNUA に大量の育種素材（有望系統群）が蓄積され、今後の育種研究

への利用が可能となった。PDM に記述されたプロジェクト目標指標はほぼ達成されており、一

部検証中の項目についても、プロジェクト期間中に実証データが取得・分析され、達成される見

込みである。また、合同評価チームは、プロジェクトの下で開発された有望系統群（DCG72 等）

が試験的に栽培されている Thai Nguyen 省、Lao Cai 省、Nghe An 省を訪問し、農民に聞き取り調

査を行った。これらの系統は、生育期間の短縮、収量、食味等の点で、農民に受け入れられてお

り、「ベトナム北部中山間地域の自然・社会経済環境に適している」ことが確認された。

３－３　効率性

以下の理由から、効率性はやや高いものと評価する。

プロジェクトによる投入と、これを用いた活動は、適切に行われ、3 つの成果が十分に達成さ

れている。

プロジェクトの前半は、計画以上の進捗により、日本側投入に係る経費（供与機材費、施設建

設・改修費、実験費、現地人件費等）が当初計画額を超過したが、中間レビュー以降は、活動計

画及び予算案の修正により計画に忠実に活動・投入を行った。投入された機器は有効に活用さ

れ、研究活動の実施と成果の達成につながった。

しかし、プロジェクト計画の策定時には想定できなかったものの、製造元が試薬提供の中止を

決定したことから、主要機器の一部（イルミナ社製高性能ビーズアレイ）の 2017 年以降の活用

が難しくなることが判明したこと、VNUA で講師を務めるベトナム側 C/P が、講義のために、研

究活動に十分な時間を割けなかったことは、効率性を若干下げる要因となった。以下に、投入と

成果の状況について記述する。

３－３－１　日本側投入

（１）専門家の派遣

質、量、タイミングの点でおおむね適切に行われた。
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（２）本邦研修

本邦研修に参加した C/P からのヒアリングによれば、大多数が、研修生の選択、タイミ

ング・期間、研修内容は計画どおりであったとコメントしている。本邦での研究活動内容

は、渡航前に日本側専門家と協議し決定した。本邦研修で得られた経験・知見（機器の使

用方法、実験計画の設計、分析手法等）は、本プロジェクトの研究活動だけでなく、他の

研究活動や教育業務にも活用が可能であった。

（３）供与機材、施設建設・改修

供与機材は、JICA ベトナム事務所調達によるもの（仕様はプロジェクトチームで準備）、

プロジェクトチーム調達によるもの（ベトナムにて調達、もしくは九大が日本で調達し

ベトナムに輸送）がある。基本的には必要な機材がタイムリーに供与された
6
。管理スタッ

フを C/P から選定し、機材使用申請承認手続きを整備し、使用説明書を機材に貼付するな

ど、供与された機材は適切な管理がなされ、プロジェクト活動に十分に活用されている。

プロジェクト活動のため、VNUA は育種実験棟内に育種実験室を確保していたが、これ

は想定外の修繕を要した。しかし、同実験室でのプロジェクト活動は 2 年目以降に計画さ

れていたため、活動進捗には影響はなかった。

（４）業務費

プロジェクト活動の実施に必要な業務費（実験費、人件費）は遅延なく支出された。プ

ロジェクトの前半に、支出実績が計画額を上回ったが、中間レビュー以降、予算は的確に

コントロールされた。

３－３－２　ベトナム側投入

（１）C/P の配置

既述したように、VNUA 若手研究者が本プロジェクトの C/P として配置されている。プ

ロジェクトの初期に、ベトナム側 C/P の多くが、大学の講義を行うために、プロジェクト

の活動に時間を割けないという課題が報告されていた。根本的な問題の解決には至らな

かったが、VNUA 側は、C/P がプロジェクト活動に専念できるように必要な措置（中心的

な C/P の大学院修士課程・博士課程への編入）を取ったことは評価できる。

（２）業務費

プロジェクト活動に係るベトナム側の業務費は、2014 年度までは、MPI、MOET を通じ

て、MOF から割り当てられる資金と、VNUA の自己資金により賄われてきた。前者につ

いては、プロジェクト期間 5 年間の総枠分は既に承認されている。最初の年は実際の支出

までに時間を要したが、ベトナム側の業務費が支出されず、プロジェクト活動が滞った

という問題はこれまでには生じていない。2014 年に VNUA は、MARD に移管されたが、

MOF から割り当てられる予算が既に確保されていたことから、プロジェクトの業務費に

6
　 イルミナ社製高性能ビーズアレイ（VC-101-1000J）は、本プロジェクト計画段階（2010 年）では最良のシステムであったため、

供与が決定された。しかし、2012 年 10 月に販売が中止となり、試薬の提供も 2017 年までとなっている。
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支障は生じなかった。

３－３－３　成果の達成状況

第２章２－３節で述べたように、終了時評価の時点で、3 つの成果は既に達成されている。

中間レビュー時（2013 年 8 月）に、成果指標を上方修正したが、終了時評価の時点で、ほぼ

すべて達成されている。

３－４　インパクト

以下の理由から、インパクトは高いと評価する。

３－４－１　上位目標達成の見込み

上位目標： 「ベトナム北中部山間地においてイネの新品種が普及され、食料安全保障及び持

続的農村開発が促進される。」

上位目標達成までには、以下のプロセスが想定される。

例えば、現在の Thai Nguyen 省のように、農民が生産したコメのほとんどを自家消費する

ような場合、高収量／病害虫抵抗性品種の導入は、食料の安定供給に直接的につながる。こ

れらの地域では、短期生育型の品種の導入により、作付け期間の最大限の有効利用が可能と

なり、コメの栽培に加えて、換金作物を組み込んだ多様な形態の多毛作が可能となる。また、

Nghe An 省のように、毎年のように、コメ生産に台風や洪水の被害を被る地域では、短期生育

型の品種を導入することで、収穫時期を早め、被害を回避することが可能となる。これらの変

化は、長期的には、ベトナム北部の農民の生活水準の向上につながり、その結果、持続的な農

村開発を可能とするという想定である。

VNUA は、2014 年 11 月、プロジェクトで開発された有望系統から、DCG66（低温耐性）及

び DCG72（早生）の 2 系統を新品種として登録するための手続きを開始した。ベトナムでの

新品種登録には、区別性、均一性、安定性（Distinctness, Uniformity, Stability：DUS）テスト及

び種子品質検査（Value for Cultivation and Use：VCU）をクリアする必要がある。稲の VCU テ

ストでは、1～ 2年間のMARD管轄の試験場での品質特性試験、大規模面積での実用化試験〔2
年間（3 作付け）〕が実施される。現在、2 作目の VCU 試験栽培が行われており、順当ならば、

2016 年前半に、新品種として登録される運びである。また、Thai Nguyen 省と Lao Cai 省では、

農民による試行栽培が行われていることは前述した。

改良品種の普及には、種苗会社及び農家との協働が必要であるが、プロジェクトでは、Thai 
Nguyen 省実験圃場の運営において種苗合資会社との協力関係が既に構築されている。

これらのことから、技術的な条件はクリアしており、上位目標は長期的には達成されること

が見込めると考える。

３－４－２　その他のインパクト

本プロジェクトは、以下のとおり、さまざまな正のインパクトをもたらしている。

（１）技術的インパクト

・ 本事業で開発される有望系統は、広くベトナム全域に適応可能であることが、2014 年
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夏秋作に、北部沿岸省のひとつで季節的な台風・洪水・高温被害に苦しむ Nghe An 省で

実施された VNUA の取り組みで実証された。同省ではこれまで、夏秋作期の洪水・台

風の被害を受け、春作稲の播種を優先させた結果、冬場の換金作物栽培を諦めるなどの

悪循環に陥っていた。しかし、VNUA が同省に導入した DCG72（短期生育系統）により、

この悪循環解決の道が開け、コメ、メイズ、大豆、サツマイモなど、バラエティに富む

多毛作作物生産が可能となり、農業農村開発局（DARD）の省内行政にインパクトをも

たらした。DARD は、新品種の大規模栽培に向けた種子増殖経費をすべて省予算でまか

なうなどの対応をみせ、夏秋作期の稲収量減要因（洪水・台風）打破のメリットを、省

内の広域に波及させる道筋ができた。

・ プロジェクトは、Thai Nguyen 省と Lao Cai 省で、2012 年以降、2015 年まで、毎年、春

と秋の作付時期に農民研修を行っており、これまでに、参加した農民の数は合計 1,029
名に達した

・ Soc Trang 省支場の設置・運用を通じ、Soc Trang 省にとっては独自の育種活動の改善に

つながる一方、プロジェクト側も今後の新たな研究課題についてのアイディア（耐塩性、

乾燥耐性、冠水耐性等）が得られた。

・ JICA 技術協力プロジェクト「貧困地域小規模インフラ整備計画に係る参加型水管理推

進プロジェクト」が 2012 年 8 月に Hoa Binh 省及び Ngeh An 省で実施した農民研修に、

本プロジェクト遺伝資源チームのリーダーが講師として参加し、開発予定の品種を含め

た高収量米の栽培方法の説明を行った。新品種の情報が中部地域に伝わり、プロジェク

トは、干ばつ・塩害被害が大きい中部稲作地帯の特質について農民から直接意見を聞く

ことができた。

（２）技術的インパクト

Soc Trang 省支場の設置・運用を通じて、Soc Trang 省の DARD、教育関係者との関係が

深まった。

（３）政策的インパクト

2012 年 10 月 11 日、VNUA 主催のワークショップ「ベトナムにおける気候変動に対応

する持続可能な農業開発」が開催され、VNUA 内外約 140 名の参加があった。プロジェク

ト概要の説明もなされ、諸省庁からの参加者はプロジェクトへの強い期待をもつことに

なった。

３－５　持続性

中程度。

財政面での持続性に若干の懸念があるため、本プロジェクトの持続性は中程度と評価した。

３－５－１　政策面

食料不足の状態にある中山間地における食料安全保障は、プロジェクト終了後も、当面は、

ベトナムの国家政策の重点事項であり続けることが見込まれる。ベトナム政府は、VNUA を

ASEAN 経済統合に伴う農業分野の競争を勝ち抜く橋頭堡のひとつと位置づけ、2013 年 6 月 10
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日付の第 899 号首相決議（付加価値の向上と持続的な開発に向けての農業再構築に関する首相

決議）に基づく各種再編の流れのなかで、VNUAをMOETからMARDに移管するとともに（2014 
年 4 月）、同移管命令のなかで、第 899 号首相決議に述べた農業改革の主導的担い手と位置づ

けている。

こうした動きのなかで、VNUA は、2015 年から 2017 年の 2 年間にわたり、自治組織として

の改革試行期間にあり、国会決議〔No.77/NQ-CP（2014 年 10 月）〕に基づき、政府からの財政

援助は、今後、段階的に削減される予定である。VNUA が自治組織としての運営をめざすなか

で、「日越国際植物研究センター（CIPR）」の財政基盤は脆弱であり、ベトナム国の財政面を

含めた政策的支援が、具体的にどのようなかたちで取られるのかは、現時点では不明である。

３－５－２　財政面

2015 年 7 月、ベトナム側のプロジェクト活動の主体を構成していた VNUA の研究室（植物

育種研究室（Plant Breeding Laboratory）と作物実験室（Plant Production Physiology Laboratory）が、「日

越国際植物研究センター（CIPR）」に統合・再編された。同センターは、独立採算組織であり、

研究活動に係る提案書を他機関に提出し、研究資金を得ることが喫緊の課題となる。一方、こ

れまで、管轄官庁であった MARD から、若手研究者が資金を得るべく研究提案書を提出した

が、過去 1 年間でみると、若手研究者が資金調達に成功した例はない（MARD は、成果が短

期間で目に見えるかたちで達成されるプロジェクトに資金を提供する方針とみられる）。

研究資金の獲得には、主要 C/P が、説得力のある提案書の作成、関係者とのコミュニケー

ションといった、資金取得に係るノウハウをどの程度したかにもよるが、日本人専門家は、研

究活動のアイディアを出し、研究活動計画を立て、資金を確保し、研究活動を実践してくとい

う総合的な能力は、特に若手の研究者には、まだ必ずしも十分備わっていないとみている。

Ngeh An 省における DCG72 の例のように、地方のニーズに応え得る新品種登録のめどが立

てば、新品種の導入・普及に対する地方政府からの資金手当てが期待できるが、品種登録に

は、相応の時間がかかるため、2015 年末のプロジェクト終了後の財政面の懸念が残る。

３－５－３　組織・技術面

これまでのプロジェクト活動を通じて、若手 C/P の育種技術に関する知識・技術は全般的に

向上している。それは、日本人専門家からの聞き取り、C/P へのインタビュー、論文執筆実績

などから明らかである。プロジェクト終了までの半年間に、その能力は更に向上すると期待さ

れる。

VNUA の研究者は他の大学・研究機関に移る例はあまりみられず、また、プロジェクトで育

成された C/P の多くは「日越国際植物研究センター（CIPR）」で勤務する予定であり、今後も

これまでと同じテーマの研究活動を継続するとみられる。

VNUA での研究環境が整ったことから、研究の資金が確保できれば、若手研究者は、プロ

ジェクト終了後も供与資機材を活用して研究活動を継続し、研究の対象範囲を拡大し、質を高

めていくと期待できる。ただし、前項（３－５－２）で述べたように、研究活動の立案と研究

活動計画策定、資金確保、研究活動実践を通じた総合的な能力の強化が必要である。
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３－６　結　論

日本側・ベトナム側による合同評価チームは、2015 年 7 月 20 日より 8 月 7 日にかけて、本プ

ロジェクトの終了時評価を実施した。その結果、本プロジェクトは、終了時評価時点でも、ベト

ナム側の開発政策、日本の ODA 政策、C/P 及び対象地域のニーズと整合しており、高い妥当性

をもつことが確認された。

有効性は高いと評価された。成果の十分な達成に加えて、プロジェクト目標についても、現時

点でほぼ達成されており、一部、実証データを取得中の項目があるものの、プロジェクト終了ま

でには達成されるものと見込まれる。

効率性は、やや高いものと評価した。成果は十分に達成されたものの、プロジェクト前半にお

ける計画以上の進捗により、日本側投入に係る経費（供与機材費、施設建設・改修費、実験費、

現地人件費等）が当初計画額を超過したことが、効率性の評価を若干下げる要因となった。中間

レビュー以降は、活動計画及び予算案の修正により計画に忠実に活動・投入を行った。投入され

た機器は有効に活用され、研究活動の実施と成果の達成につながった。

上位目標達成の見込み（想定された正のインパクト）については、プロジェクトで開発された

イネの有望系統（DCG72 等）が 2016 年前半に、新品種として登録される見込みであること、こ

れらの有望系統が、現在、試行栽培を行っている Thai Nguyen 省や、Lao Cai 省の農民に好意的に

受け止められていることなどから、上位目標達成の条件が整いつつあり、長期的には達成される

と期待できる。また、プロジェクトは、そのほかにも、さまざまな正のインパクトをもたらして

いることが確認された。例えば、プロジェクトの本来の対象地域ではないが、台風や洪水の被害

に苦しむ Ngeh An 省では、生育期間の短い DCG72 が最適な有望系統として受け入れられ、地域

全体の作付体系の中核として位置づけられる可能性が出てきている。

持続性については、中程度と評価した。

プロジェクトの実施により、研究者の能力の向上、充実した機器と設備の獲得、有用育種素材

の蓄積を達成し、VNUA は、ベトナムのみならず、アジア地域における育種分野を牽引し得る基

盤を構築しつつある。しかし、財政面での持続性に懸念が残る。VNUA は、政府の方針で、ベト

ナムの農業改革の主導的担い手と位置づけられる一方、2015 年から 2017 年の 2 年間、自治組織

としての改革試行期間におかれ、政府予算が段階的に削減される予定である。

こうした動きのなかで、プロジェクトで整備された VNUA の研究室〔植物育種研究室（Plant 
Breeding Laboratory）と作物実験室（Plant Production Physiology Laboratory）〕が、「日越国際植物研

究センター（CIPR）」に統合・再編された。同センターは、独立採算組織であるものの、現時点

では、来年度以降の研究資金確保の見通しが立っていない。今後、優れた研究提案書を作成し、

MARD、MOET、科学技術省（MOST）などのベトナム政府機関、並びに JICA などの国際機関か

らのファンドを獲得する必要がある。

プロジェクトは、中間レビュー時に修正された PDM に基づいて、全般的に円滑に行われてき

ており、ほぼすべての活動が完了している。想定された成果も十分に達成され、そのうちの幾つ

かは、当初想定した水準を上回った。また、プロジェクト目標も達成されつつある。

財政面での持続性に懸念は残るものの、評価チームは、VNUA（CIPR）が、課題を克服するだ

けの潜在能力（優れた人材、開発された有望系統とデータベース化された遺伝資源の蓄積、先進

の資機材と設備）を備えていること、プロジェクト目標が終了時までに達成されると見込まれる

ことを勘案し、プロジェクトは、予定どおり、2015 年 12 月をもって終了することが妥当である
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と結論する。
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第４章　提言・教訓

４－１　提　言

４－１－１　残余期間にプロジェクトチームが取るべきアクション

（１）系統群の選抜・固定化への取組みの継続

成果２「短期生育・高収量・病虫害抵抗性稲新品種育種のための有望系統群が開発され

る」については、既に目標は達成されているが、今後の選抜・固定化の取り組みにより開

発される系統はまだ存在しているところ。このため、プロジェクトは、プロジェクト終了

後に本成果をベトナム側が使いやすいかたちで引き継ぐことができるよう、できる限り系

統群の選抜・固定化の取り組みを進めるとともに、開発途中の系統群については、今後の

開発に必要となるデータ等の整理を完了させておくべきである。

（２）種子のバックアップ保管体制の構築

当該プロジェクトで育成された系統群の種子は、プロジェクトの主要な成果であり、ま

た、ベトナム側にとって将来の育種材料となる貴重な財産である。一方、種子を 1 カ所の

みで保存すると、事故・災害等により失われてしまう懸念がある。このため、プロジェク

トでは、期間内に、種子の材料移転契約も含めて、プロジェクト後の系統群の種子のバッ

クアップ保管体制を構築しておく必要がある。

４－１－２　プロジェクト終了後の日本側への提言

稲のゲノム育種の技術移転については、当該プロジェクトでは、ベトナム側研究機関に SSR
マーカー等を用いた基本的な技術が移転されたところである。将来的に、日越国際植物研究セ

ンター（CIPR）が ASEAN の稲ゲノム育種分野で中心的な役割を果たすことができるように、

日本側研究機関は、引き続き、ベトナム側との研究ネットワークを維持強化しつつ、ベトナム

側研究機関への技術移転を行うことが期待される。

４－１－３　プロジェクト終了後のベトナム側への提言

（１）研究プロジェクト企画及び研究活動費の確保

現在、研究活動経費の大部分はプロジェクトによって負担されているが、プロジェクト

終了後に研究活動を継続しプロジェクトの成果を持続的に発現させていくためには、プロ

ジェクト終了後は、ベトナム側で、機材の維持管理運用費、実験実施に係る費用（資材購

入費等）、人件費等の研究活動経費を確保する必要がある。中間レビュー以降、研究プロ

ジェクトの企画及び研究活動経費の確保について、本邦研修の機会を活用して指導が行わ

れ、研修生については一定の能力の向上がみられるものの、若手研究者にはまだ競争的研

究資金を獲得した実績がみられていない。プロジェクト終了後もベトナム側研究機関は研

究プロジェクトの企画及び資金確保に係る能力の向上に取り組むとともに、研究資金の獲

得に向けた努力を継続する必要がある。

（２）開発系統群の農業現場での実証・導入の慎重な実施

当該プロジェクトにより、白葉枯病やトビイロウンカ等の抵抗遺伝子を有望系統に集積
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（ピラミディング）する育種技術がベトナム側に移転されたところである。しかしながら、

これらの抵抗遺伝子を集積した、強力すぎる耐病性・耐虫性の系統を農業現場に普及され

ると、選択圧がかかりこれまでの育種努力を無力化するような病原菌や害虫が出現する可

能性があるため、これらの系統の農業現場での実証・導入にあたっては、慎重かつ戦略的

に行うべきである。また、成果２でプロジェクトから引き継いだ育成途中の系統群につい

ては、その選抜・固定化が完了するまでは、農業現場に導入すべきでないことにも留意す

べきである。

４－２　教　訓

（１）成功の要因

本プロジェクトの成功は、日本の最先端のゲノム育種技術とメコンデルタ地域の高温環境

を利用した世代促進を有機的に組み合わせたコンパクトで効率的な育種システムを構築でき

たことといえる。併せて、日本側の主要研究機関である九州大学が、過去の共同研究や技術

協力、留学生の受け入れ・学位授与等を通じて、ベトナム側と強固な人的ネットワーク及び

信頼関係を構築していたことによるものである。他の類似の SATREPS プロジェクトの設計

にあたっては、技術面だけでなく、人的ネットワークの面も評価するべきである。

（２）供与機材導入計画について

本プロジェクトで大容量・高速ジェノタイピングを実施するためにベトナム側に導入した

分析機器（イルミナ社のビーズアレイ）について、技術革新により当該機器が競争力を失い、

その結果としてイルミナ社が 2017 年に試薬の販売等のサービスを中止することを決定した。

機械は必要性・有効性と長期的なメンテナンスなど考慮して導入する必要がある。

（３）情報発信

本プロジェクトでは、関係者に対し、高い頻度（1 週間に約 1 回）でプロジェクトの進捗

状況報告を行うとともに、プロジェクト内容を分かりやすく解説した Q&A を JICA の HP 上

に掲載した。これにより、関係者間での情報共有が図られるとともに、広報の観点でも有用

であった。この点は SATREPS におけるグッドプラクティスといえる。
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付　属　資　料

１．プロジェクト ･デザイン・マトリックス（version 3.0）

２．評価グリッド

３．日本人専門家派遣状況（2015 年 8 月 7 日時点の実績）

４．本邦研修

５．供与資機材リスト

６．施設の建設・改修など

７．ベトナム側カウンターパート（C/P）

８．中間レビュー時の提言に対する対応状況

９．面談録
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の
英

文
表

現
の

み
が

誤
解

を
与

え
る

も
の

だ
っ

た
の

で
英

文
を

訂
正

)

成
果

 2

短
期

生
育

・
高

収
量

・
病

虫
害

抵
抗

性
イ

ネ
新

品
種

育
種

の
た

め
の

有
望

系
統

群
が

開
発

さ
れ

る

活
動

 2

2-
1

目
標

と
す

る
特

性
(短

期
生

育
・
高

収
量

・
病

虫
害

抵
抗

性
)に

関
与

す
る

有
用

遺
伝

子
を

有
す

る
有

望
系

統
を

開
発

す
る

2-
2

有
望

系
統

に
有

用
遺

伝
子

を
集

積
(ピ

ラ
ミ

デ
ィ

ン
グ

)す
る

2-
3

有
望

系
統

群
の

形
質

調
査

を
行

う

成
果

 3

イ
ネ

有
望

系
統

群
の

生
理

生
態

学
的

特
性

が
明

ら
か

に
な

る

活
動

 3

3-
1

有
望

系
統

群
(既

存
及

び
新

た
に

開
発

さ
れ

た
系

統
)の

生
理

的
特

性
を

検
定

す
る

3-
2

有
望

系
統

群
(既

存
及

び
新

た
に

開
発

さ
れ

た
系

統
)の

環
境

適
応

性
試

験
を

実
施

す
る

3-
3

有
望

系
統

群
に

対
応

し
た

推
奨

さ
れ

る
栽

培
法

に
関

す
る

情
報

を
取

り
ま

と
め

る
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1 

 

 
ベ

ト
ナ

ム
国

 
北

部
中

山
間

地
域

に
適

応
し

た
作

物
品

種
開

発
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
 

終
了

時
評

価
調

査
 

１
．

実
績

の
検

証
 

項
目

 
調

査
の

視
点

/調
査

事
項

 
確

認
す

べ
き

指
標

/活
動

/情
報

/デ
ー

タ
 

情
報

源
 

調
査

手
法

（
注

記
参

照
）
 

投
入

の
実

施
状

況
 

日
本

側
投

入
（
研

究
者

/専
門

家
派

遣
、

機
材

供
与

、
カ

ウ
ン

タ

ー
パ

ー
ト

研
修

、
現

地
業

務
費

）
は

計
画

通
り

実
施

さ
れ

て
い

る

か
？

 

投
入

実
績

 
ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ資

料
、

研
究

者
/専

門
家

 
資

料
レ

ビ
ュ

ー
、

関
係

者
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

現
地

視
察

 

ベ
ト

ナ
ム

側
投

入
（
C

/P
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

オ
フ

ィ
ス

・
研

究
室

・
試

験
圃

場
、

現
地

業
務

費
）
は

計
画

通
り

実
施

さ
れ

て
い

る
か

？
 

投
入

実
績

 
ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ資

料
、

研
究

者
/専

門
家

、
C

/P
 

同
上

 

成
果

1
に

係
る

活
動

の
実

績
 

1-
1 

有
用

遺
伝

子
の

探
索

・
同

定
を

行
う

。
 

活
動

実
績

 
九

大
、

名
大

 
資

料
レ

ビ
ュ

ー
、

関
係

者
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

1-
2 

大
容

量
・
高

速
ジ

ェ
ノ

タ
イ

ピ
ン

グ
を

導
入

し
、

D
N

A 
マ

ー

カ
ー

選
抜

（
M

A
S

）
の

最
適

化
を

行
う

。
 

活
動

実
績

 
九

大
、

名
大

 
同

上
 

1-
3 

メ
コ

ン
デ

ル
タ

地
域

の
高

温
環

境
を

利
用

し
て

、
効

率
的

な
世

代
促

進
を

図
る

。
 

活
動

実
績

 
九

大
 

同
上

 

成
果

2
に

係
る

活
動

の
実

績
 

2-
1 

短
期

生
育

・
高

収
量

・
病

虫
害

抵
抗

性
に

関
与

す
る

遺
伝

子
を

有
す

る
有

望
系

統
を

開
発

す
る

。
 

活
動

実
績

 
九

大
、

名
大

 
同

上
 

2-
2 

有
望

系
統

に
有

用
遺

伝
子

を
集

積
す

る
（
ピ

ラ
ミ

デ
ィ

ン

グ
）
。

 
活

動
実

績
 

九
大

、
名

大
 

同
上

 

2-
3 

有
望

系
統

群
の

形
質

調
査

を
行

う
。

 
活

動
実

績
 

九
大

、
名

大
 

同
上

 

成
果

3
に

係
る

活
動

の
達

成
状

況
 

3-
1 

有
望

系
統

群
（
既

存
及

び
新

た
に

開
発

さ
れ

た
系

統
）
の

生
理

的
特

性
を

検
定

す
る

。
 

活
動

実
績

 
V

N
U

A
 

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
関

係
者

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
現

地
視

察
 

3-
2 

有
望

系
統

群
（
既

存
及

び
新

た
に

開
発

さ
れ

た
系

統
）
の

環
境

適
応

性
試

験
を

実
施

す
る

。
 

活
動

実
績

 
V

N
U

A
 

同
上

 

3-
3 

有
望

系
統

群
に

対
応

し
た

推
奨

さ
れ

る
栽

培
法

に
関

す
る

情
報

を
取

り
ま

と
め

る
。

 
活

動
実

績
 

V
N

U
A

 
同

上
 

成
果

1
の

達
成

状
況

 

成
果

1 
：
 

大
容

量
・
高

速
ジ

ェ
ノ

タ
イ

ピ
ン

グ
に

よ
る

効
率

的
な

稲
育

種
法

が
開

発
さ

れ
る

。
 

1-
1 

V
N

U
A 

に
お

い
て

収
集

さ
れ

た
遺

伝
資

源

の
数

（
目

標
値

：
20

0
系

統
）
 

ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ資

料
、

研
究

者
/専

門
家

、
C

/P
 

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
関

係
者

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 

1-
2 

V
N

U
A 

に
お

い
て

同
定

さ
れ

た
有

用
遺

伝

子
の

数
（
目

標
値

 2
0

遺
伝

子
）
 

ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ資

料
、

研
究

者
/専

門
家

、
C

/P
 

同
上

 

1-
3-

1 
世

代
促

進
さ

れ
た

系
統

の
数

（
目

標
値

 

９
６

０
系

統
）
 

1-
3-

2 
ソ

ク
チ

ャ
ン

で
栽

培
さ

れ
た

系
統

の
数

（
目

標
値

 
９

６
系

統
/年

）
 

ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ資

料
、

研
究

者
/専

門
家

、
C

/P
 

同
上

 

成
果

2
の

達
成

状
況

 

成
果

2：
 

対
象

地
域

の
環

境
に

適
し

た
短

期
生

育
・
高

収
量

・
病

虫
害

抵

抗
性

に
関

与
す

る
遺

伝
子

を
有

す
る

有
望

系
統

を
開

発
す

る
。

2-
1
単

一
有

用
遺

伝
子

系
統

の
数

（
目

標
値

：

2
0
系

統
）

 
ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ資

料
、

研
究

者
/専

門
家

、
C

/P
 

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
関

係
者

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 

2-
2

有
用

遺
伝

子
集

積
系

統
数

（
目

標
値

：
30

系

統
）
 

ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ資

料
、

研
究

者
/専

門
家

、
C

/P
 

同
上

 

2-
3 

検
定

系
統

数
（
目

標
値

：
16

0
系

統
）
 

ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ資

料
、

研
究

者
/専

門
家

、
C

/P
 

同
上

 

成
果

3
の

達
成

状
況

 

成
果

3 
：
 

稲
有

望
系

統
群

の
生

理
生

態
学

的
特

性
が

明
ら

か
に

な
る

。
 

3-
1 

実
施

さ
れ

た
生

理
的

特
性

の
検

定
の

数

（
目

標
値

：
10

系
統

）
 

ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ資

料
、

研
究

者
/専

門
家

、
C

/P
 

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
関

係
者

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 

3-
2 

環
境

適
応

性
試

験
が

実
施

さ
れ

た
有

望
系

統
の

数
（
目

標
値

：
10

系
統

、
3

試
験

地
）
 

ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ資

料
、

研
究

者
/専

門
家

、
C

/P
 

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
関

係
者

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー
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2 

 

項
目

 
調

査
の

視
点

/調
査

事
項

 
確

認
す

べ
き

指
標

/活
動

/情
報

/デ
ー

タ
 

情
報

源
 

調
査

手
法

（
注

記
参

照
）
 

3-
3 

有
望

系
統

の
栽

培
指

針
の

数
（
目

標
値

：
4

編
の

栽
培

指
針

書
）
 

ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ資

料
、

研
究

者
/専

門
家

、
C

/P
 

同
上

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
状

況
・
見

込

み
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

：
 

ベ
ト

ナ
ム

北
部

中
山

間
地

域
の

自
然

・
社

会
環

境
に

適
し

た
短

期
生

育
、

高
収

量
・
病

虫
害

抵
抗

性
稲

品
種

育
 

種
の

た
め

の
研

究
基

盤
が

強
化

さ
れ

る
。

 

・
 以

下
の

形
質

を
有

し
た

稲
新

品
種

の
有

望
系

統
の

数
（
目

標
値

：
少

な
く
と

も
2

つ
～

3
つ

）
。

 
a）

 生
育

期
間

が
10

日
程

度
短

縮
さ

れ
る

（
現

在
の

平
均

的
な

生
育

期
間

は
秋

が
10

0～
11

0 
日

間
、

春
が

11
5～

12
5

日
間

）
。

 
b）

 収
量

が
現

在
の

生
産

量
よ

り
も

5～
10

％
増

加
す

る
（
実

験
圃

場
で

の
測

定
値

を
比

較
す

る
）
。

 
c）

 病
虫

害
に

対
す

る
抵

抗
性

を
持

つ
（

白
葉

枯
病

耐
性

（
1
0
系

統
）

、
ト

ビ
イ

ロ
ウ

ン
カ

耐
性

（
5
系

統
）

）
 

ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ資

料
、

研
究

者
/専

門
家

、
C

/P
 

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
関

係
者

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 

上
位

目
標

の
達

成
見

込
み

 

上
位

目
標

：
 

ベ
ト

ナ
ム

北
部

中
山

間
地

域
に

お
い

て
イ

ネ
の

新
品

種
が

普

及
さ

れ
、

食
糧

安
全

保
障

及
び

持
続

的
農

村
開

発
が

促
進

さ

れ
る

。
 

指
標

設
定

な
し

。
 

ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ資

料
、

研
究

者
/専

門
家

、
C

/P
 

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
関

係
者

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 

注
）
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

資
料

：
 

詳
細

計
画

策
定

調
査

報
告

書
、

全
体

研
究

計
画

書
、

実
施

報
告

書
、

中
間

評
価

実
施

報
告

書
、

JC
C

ミ
ニ

ッ
ツ

、
そ

の
他

各
種

資
料

 
 

関
係

者
：
＜

ベ
ト

ナ
ム

側
＞

ベ
ト

ナ
ム

国
立

農
業

大
学

 
作

物
開

発
研

究
所

（
C

ro
ps

 R
es

ea
rc

h 
an

d 
D

ev
el

op
m

en
t I

ns
tit

ut
e:

 C
R

D
I、

旧
イ

ネ
研

究
所

（
R

ic
e 

R
es

ea
rc

h 
In

st
itu

te
: R

R
I）

）
、

農
学

部
（
Fa

cu
lty

 o
f A

gr
on

om
y）

 
 

  
 

 
＜

日
本

側
＞

九
州

大
学

、
名

古
屋

大
学

 
  ２

．
実

施
プ

ロ
セ

ス
 

大
項

目
 

小
項

目
 

調
査

の
視

点
/調

査
事

項
 

確
認

す
べ

き
指

標
/活

動
/情

報
/デ

ー
タ

 
情

報
源

 
調

査
手

法
（
注

記
参

照
）
 

実
施

プ
ロ

セ
ス

 

活
動

計

画
の

進

捗
状

況
 

活
動

計
画

は
予

定
通

り
に

実
施

さ
れ

て
い

る
か

？
 

活
動

計
画

、
活

動
の

実
施

状
況

→
活

動
進

捗
を

参
照

 
計

画
か

ら
の

遅
延

、
変

更
点

は
何

か
？

遅
延

、

変
更

の
理

由
は

何
か

？
 

ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ資

料
、

研
究

者
/専

門
家

、
C

/P
 

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
関

係
者

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
現

地
視

察
 

実
施

体

制
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
体

制
は

適
切

に
機

能
し

て
い

る
か

？
 

機
能

し
て

い
な

い
場

合
の

問
題

は
何

か
？

 
ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ資

料
、

研
究

者
/専

門
家

 
資

料
レ

ビ
ュ

ー
、

関
係

者
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

現
地

視
察

 

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

は
ど

の
よ

う
に

実
施

さ
れ

て
い

る
か

？

適
切

に
機

能
し

て
い

る
か

？
 

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

計
画

・
実

施
状

況
、

JC
C

、

P
ro

je
ct

 M
ee

tin
g

等
の

開
催

状
況

 
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
体

制
が

機
能

し
て

い
な

い
場

合
の

問
題

は
何

か
？

 

ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ資

料
、

研
究

者
/専

門
家

 
同

上
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
計

画
・
実

施
に

お
け

る
意

思
決

定
は

適
切

か
？

 
意

思
決

定
の

方
法

、
意

思
決

定
の

方
法

・
過

程

に
係

る
満

足
度

 
意

思
決

定
の

方
法

・
過

程
が

適
切

で
な

い
場

合

の
問

題
は

何
か

？
 

ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ資

料
、

研
究

者
/専

門
家

 
同

上
 

ｺ
ﾐｭ

ﾆ
ｹ

ｰ

ｼ
ｮﾝ

 

日
本

人
研

究
者

/専
門

家
と

ベ
ト

ナ
ム

側
C

/P
（
研

究

者
）
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

は
十

分
・
ス

ム
ー

ズ

か
？

 

情
報

共
有

・
意

見
交

換
の

方
法

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー

シ
ョ

ン
に

係
る

満
足

度
 

十
分

・
ス

ム
ー

ズ
で

な
い

場
合

の
要

因
は

何

か
？

 

研
究

者
/専

門
家

、
C

/P
 

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
関

係
者

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
現

地
視

察
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日
本

側
関

係
者

・
機

関
（
研

究
者

/専
門

家
、

JI
C

A
本

部
・
ベ

ト
ナ

ム
事

務
所

、
JS

T）
間

の
連

絡
・
協

力

は
ス

ム
ー

ズ
に

実
施

さ
れ

た
か

？
 

連
絡

・
協

力
体

制
に

係
る

満
足

度
 

ス
ム

ー
ズ

で
な

い
場

合
の

要
因

は
何

か
？

 
研

究
者

/専
門

家
 

同
上

 

ｵ
ｰ

ﾅ
ｰ

ｼ

ｯ
ﾌ
ﾟ 

C
/P

の
配

置
は

適
切

か
？

 
C

/P
の

配
置

、
関

係
者

の
満

足
度

 
研

究
者

/専
門

家
、

C
/P

 
資

料
レ

ビ
ュ

ー
、

関
係

者
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

C
/P

機
関

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

対
す

る
認

識
、

参
加

・

コ
ミ

ッ
ト

の
度

合
い

は
高

い
か

？
 

関
係

者
の

認
識

 
 

ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ資

料
、

研
究

者
/専

門
家

、
C

/P
 

同
上

 

ベ
ト

ナ
ム

側
の

予
算

措
置

は
適

切
か

？
 

投
入

実
績

、
予

算
投

入
の

タ
イ

ミ
ン

グ
 

C
/P

 
同

上
 

そ
の

他
関

係
者

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

対
す

る
認

識
、

参
加

度
は

高
い

か
？

  
関

係
者

の
認

識
 

ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ資

料
、

研
究

者
/専

門
家

、
C

/P
  

同
上

 

技
術

移

転
 

技
術

移
転

の
方

法
は

適
切

か
？

 
 

C
/P

の
満

足
度

、
満

足
度

が
低

い
場

合
の

改
善

点
は

何
か

？
 

適
切

で
な

い
場

合
の

改
善

点
は

何
か

？
 

研
究

者
/専

門
家

、
C

/P
 

同
上

 

そ
の

他

の
問

題
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

過
程

で
生

じ
て

い
る

問
題

や
、

効

果
発

現
に

影
響

を
与

え
た

要
因

は
あ

る
か

？
 

関
係

者
の

認
識

 
 

ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ資

料
、

研
究

者
/専

門
家

、
C

/P
 

同
上

 

注
）
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

資
料

：
 

詳
細

計
画

策
定

調
査

報
告

書
、

全
体

研
究

計
画

書
、

実
施

報
告

書
、

中
間

評
価

実
施

報
告

書
、

JC
C

ミ
ニ

ッ
ツ

、
そ

の
他

各
種

資
料

 
 

関
係

者
：
＜

ベ
ト

ナ
ム

側
＞

ベ
ト

ナ
ム

国
立

農
業

大
学

 
作

物
開

発
研

究
所

（
C

ro
ps

 R
es

ea
rc

h 
an

d 
D

ev
el

op
m

en
t I

ns
tit

ut
e:

 C
R

D
I、

旧
イ

ネ
研

究
所

（
R

ic
e 

R
es

ea
rc

h 
In

st
itu

te
: R

R
I）

）
、

農
学

部
（
Fa

cu
lty

 o
f A

gr
on

om
y）

 
 

  
 

 
＜

日
本

側
＞

九
州

大
学

、
名

古
屋

大
学

 
 ３

・
評

価
5

項
目

 

妥 当 性
 

政
策

・
ニ

ー
ズ

と
の

整
合

性
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
ベ

ト
ナ

ム
国

の
政

策
と

整
合

性
が

取
れ

て
い

る
か

？
 

第
9

次
社

会
経

済
開

発
5

カ
年

計
画

（
20

11
～

20
15

年
、

ド
ラ

フ
ト

）
 

農
業

農
村

開
発

部
門

5
カ

年
計

画
（
20

06
～

20
10

年
）
 

農
業

生
産

開
発

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
（
～

20
20

年
）
・
ビ

ジ
ョ

ン
（
～

20
30

年
）
 

行
政

資
料

、
研

究
者

/専
門

家
、

C
/P

 
資

料
レ

ビ
ュ

ー
、

関
係

者
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
日

本
の

開
発

援
助

政
策

と
整

合
性

が
取

れ
て

い
る

か
？

 
対

ベ
ト

ナ
ム

国
別

援
助

方
針

（
20

12
年

12
月

）

対
ベ

ト
ナ

ム
事

業
展

開
計

画
（
20

12
年

12
月

）

JI
C

A
、

研
究

者
/専

門
家

 
同

上
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
日

本
の

科
学

技
術

政
策

と
整

合
性

が
取

れ
て

い
る

か
？

 
S

A
TR

E
P

S
の

主
旨

の
確

認
 

S
A

TR
E

P
S

、
研

究
者

/専
門

家
、

C
/P

 
同

上
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
対

象
地

域
・
社

会
、

受
益

者
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
て

い
る

か
？

 
技

術
協

力
に

対
す

る
C

/P
機

関
の

ニ
ー

ズ
 

ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ資

料
、

研
究

者
/専

門
家

、
C

/P
 

同
上

 

戦
略

・
ア

プ
ロ

ー
チ

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
ア

プ
ロ

ー
チ

・
デ

ザ
イ

ン
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

を
達

成
す

る
手

段
と

し
て

適
切

か
？

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

進
捗

状
況

、
関

係
者

の
認

識
 

ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ資

料
、

研
究

者
/専

門
家

 
資

料
レ

ビ
ュ

ー
、

関
係

者
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

C
/P

機
関

の
選

定
は

適
切

か
？

 
関

係
者

の
認

識
 

ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ資

料
、

研
究

者
/専

門
家

 
同

上
 

日
本

の
技

術
の

優
位

性
は

あ
る

か
？

 
関

係
者

の
認

識
 

ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ資

料
、

研
究

者
/専

門
家

 
同

上
 

そ
の

他
 

詳
細

計
画

策
定

調
査

（
20

10
年

8
月

）
以

降
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
取

り
巻

く
環

境
の

変
化

は
な

い
か

？
 

関
係

者
の

認
識

 
ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ資

料
、

研
究

者
/専

門
家

、
C

/P
 

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
関

係
者

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 

有 効 性
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目

標
の

達
成

予

測
 

終
了

時
ま

で
に

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
「
「

べ
」

国
北

部
中

山
間

地
域

の
自

然
・
社

会
環

境
に

適
し

た
短

期
生

育
、
高

収
量
・
病

虫
害

抵
抗

性
イ

ネ
品

種
育

種
の

た
め

の
研

究
基

盤
が

強
化

さ
れ

る
」

見
込

み

は
あ

る
か

？
 (

次
列

の
指

標
に

基
づ

き
具

体
的

な

検
証

を
行

う
) 

a
)
 生

育
期

間
が

1
0
日

間
短

縮
さ

れ
る
（

現
在

の
平

均
的

な
生

育
期

間
は

秋
が

1
0
0
日

か
ら

1
1
0
日

、
春

が
1
1
5
日

か
ら

1
2
5
日

間
）

 

b
)
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
対

象
地

域
（

中
山

間
地

域
：

タ
イ

グ
エ

ン
と

ラ
オ

チ
ャ

イ
）
で

普
及

し
て

い

る
品

種
と

比
べ

て
収

量
が

5
％

か
ら

1
0
％

増

加
す

る
。

 

c
)
 
病

虫
害

に
対

す
る

抵
抗

性
を

持
つ

（
白

葉

枯
病

耐
性

（
1
0
系

統
）

、
ト

ビ
イ

ロ
ウ

ン
カ

耐
性

（
5
系

統
）

）
 

ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ資

料
、

研
究

者
/専

門
家

、
C

/P
 

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
関

係
者

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー
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プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
を

促
進

・
阻

害
す

る
要

因

は
あ

る
か

？
 

関
係

者
の

認
識

 
ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ資

料
、

研
究

者
/専

門
家

、
C

/P
 

同
上

 

因
果

関
係

 
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
（
成

果
）
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

を
達

成

す
る

の
に

十
分

か
？

 
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
実

績
 

関
係

者
の

認
識

 
ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ資

料
、

研
究

者
/専

門
家

、
C

/P
 

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
関

係
者

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 

効 率 性
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の

達
成

度
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
達

成
度

は
適

切
か

？
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
実

績
 

ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ資

料
、

研
究

者
/専

門
家

、
C

/P
 

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
関

係
者

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
達

成
を

促
進

・
阻

害
し

て
い

る
要

因
は

あ
る

か
？

 
関

係
者

の
認

識
 

研
究

者
/専

門
家

、
C

/P
 

関
係

者
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

因
果

関
係

 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

産
出

の
た

め
の

投
入

（
質

、
量

・
コ

ス

ト
、

タ
イ

ミ
ン

グ
）
は

適
切

で
あ

る
か

？
 

投
入

・
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
の

実
績

 
関

係
者

の
認

識
 

ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ資

料
、

研
究

者
/専

門
家

、
C

/P
 

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
関

係
者

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

産
出

の
た

め
の

活
動

（
質

、
量

、
タ

イ
ミ

ン
グ

）
は

適
切

で
あ

る
か

？
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
実

績
、

活
動

の
状

況
 

関
係

者
の

認
識

 
ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ資

料
、

研
究

者
/専

門
家

、
C

/P
 

同
上

 

イ
ン

パ
ク ト
 

上
位

目
標

達

成
の

見
込

み
 

上
位

目
標

は
達

成
さ

れ
る

見
込

み
か

？
上

位
目

標

の
達

成
を

阻
害

す
る

要
因

は
あ

る
か

？
 

投
入

・
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
の

実
績

、
活

動
の

状
況

 
関

係
者

の
認

識
 

研
究

者
/専

門
家

、
C

/P
 

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
関

係
者

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 

波
及

効
果

 

政
策

・
経

済
・
社

会
文

化
的

側
面

・
環

境
・
技

術
面

へ

の
影

響
は

あ
る

か
？

 
該

当
す

る
事

例
の

確
認

 
ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ資

料
、

研
究

者
/専

門
家

、
C

/P
 

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
関

係
者

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
に

よ
る

負
の

影
響

は
あ

る

か
？

そ
れ

を
軽

減
す

る
対

策
は

取
ら

れ
て

い
る

か
？

 

該
当

す
る

事
例

の
確

認
 

ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ資

料
、

研
究

者
/専

門
家

、
C

/P
 

同
上

 

持 続 性
 

政
策

・
制

度
面

 
政

策
・
制

度
面

で
の

支
援

は
協

力
終

了
後

も
継

続

す
る

見
込

み
か

。
 

関
連

政
策

・
法

規
の

動
向

、
行

政
幹

部
の

認
識

 
行

政
資

料
、

行
政

幹
部

、
研

究
者

/専
門

家
、

C
/P

 
資

料
レ

ビ
ュ

ー
、

関
係

者
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

財
政

面
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
成

果
を

持
続

す
る

た
め

の
十

分
な

予
算

確
保

が
見

込
め

る
か

？
 

投
入

実
績

、
予

算
措

置
の

動
向

 
関

係
者

の
認

識
 

ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ資

料
、

C
/P

 
資

料
レ

ビ
ュ

ー
、

関
係

者
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

組
織

・
技

術
面

 

投
入

さ
れ

た
資

機
材

の
管

理
は

適
切

に
行

わ
れ

て

い
る

か
？

 
C

/P
に

よ
る

資
機

材
の

整
備

能
力

・
整

備
状

況
、

関
係

者
の

認
識

 
ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ資

料
、

研
究

者
/専

門
家

、
C

/P
 

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
関

係
者

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 

移
転

さ
れ

た
技

術
・
知

識
は

C
/P

機
関

内
で

定
着

す

る
見

込
み

か
？

 
C

P
の

技
術

・
知

識
習

得
状

況
、

関
係

者
の

認
識

ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ資

料
、

研
究

者
/専

門
家

、
C

/P
 

同
上

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
成

果
を

持
続

す
る

た
め

の
活

動
を

実
施

す
る

組
織

能
力

（
人

材
配

置
、

意
思

決
定

プ
ロ

セ
ス

）
は

備
わ

っ
て

い
る

か
？

 

投
入

実
績

 
関

係
者

の
認

識
 

ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ資

料
、

C
/P

 
同

上
 

阻
害

要
因

 
持

続
性

を
阻

害
す

る
そ

の
他

の
要

因
は

あ
る

か
？

 
関

係
者

の
認

識
 

ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ資

料
、

研
究

者
/専

門
家

、
C

/P
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３．日本人専門家派遣状況（2015 年 8 月 7 日時点の実績）
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No. 氏名 職位/所属 注記

プロジェクトダイレクター

Oct. 2011: Meetings at Kyushu, Nagoya, JICA, JST and NIAS
(Tsukuba)

Associate Professor プロジェクトマネージャー

2004: PhD at Ryukyu

Oct. 2011: Meetings at Kyushu, Nagoya, JICA, JST and NIAS (Tsukuba)

2012, 2013, 2014, 2015: Short-term Research at Kyushu
Associate Professor 研究アドバイザー (Plant Breeding)

1976: graduated Plovdiv University of Agriculture Vasil Kolarov,
Bulgaria

Oct. 2011: PhD at VNUA (Utilization of target genes in two-line
hybrid rice breeding)

Dec. 2011: Short-term Research at Kyushu

Person in charge of DCG66

5
Ms. Nguyễn Thị Hảo

グエン・ティ・ハオ

阮氏好

CRDI研究員

Oct. 2012: Master at VNUA (Testing some agronomical characters
and drought tolerance of local gerplasm based on morphological and
molecular marker of rice root system)

Dec. 2011: Agricultural Survey in the Northern provinces

8
Ms: Ngô Th ị Hồng T ươi

ゴ・ティ・ホン・トゥオイ

梧氏紅鮮

VNUA農学部

植物遺伝・育種学科

講師

Aug. 2015 (expected): PhD at VNUA (Development high quality rice
materials related to high photosynthesis and resistance to bacterial
bright)

Oct. 2005: Master at Hanoi National Univ.

Oct. 2011: Short-term Research at Kyushu

Oct. 2014: Poster Presentation at IRC4

The person in charge of the plant breeding laboratory

May 2012, graduated Advanced Education Program b/w VNUA and
UC Davis, USA
Oct. 2014: Poster Presentation at IRC4

Apr. 2008: PhD at Kyushu University

Jan. 2013: Short-term Research at Kyushu
Jul. 2013:  Short-term Research at Kyushu
The person in charge of BLB resistance
Aug. 2004: Master degree at Can Tho Univ.

Oct. 2011: PhD at VNUA (high-yielding aromatic cultivars serving local
markets and exportation)
Jul. 2012: Short-term Research at Kyushu

Dec. 2000: Master degree at Thai Nguyen Univ.

Aug. 2013:  Short-term Research at Kyushu

Jan. 2014: PhD course at VNUA

Dr. Tr ần Thị Minh Hằng Mar. 2005: PhD at Yamaguchi Univ.

チャン・ティ・ミン・ハン Jul. 2013: Short-term Research at Kyushu
陳氏月

Oct. 2008 Master at VNUA

The person in charge of short growth duration and high yielding line, also
responsible in the management of the plant breeding laboratory

Oct. 2014: Poster Presentation at IRC4

Oct. 2011: Master at Kyushu University

Nov. 2011: Short-term Research at Nagoya/Kyushu
Oct. 2012 - Sep. 2015: PhD course at Kyushu
The person in charge of BPH resistance

Oct. 2012: Master at Kyushu University

Jan. 2014: PhD course at National University of Australia
The person in charge of BPH resistance

4 CRDI副所長

CRDI研究員

＊） 公式なC/Pではない(プロジェクト雇用）だが、活動の中心的な役割を担っているスタッフ

Dr. Vũ Hồng Quảng
ヴ・ホン・クアン

武紅広

Mr. Nhâm Xuân Tùng
ナム・スアン・トゥン

壬春松
Jun. 2012: Master at VNUA (Evaluating and breeding some
perspective two line hybrid rice combination in Gia Lai province)

Ms. Nguyễn Ngọc Hòa
グエン・ンゴック・ホア

阮玉和

　VNUA生物工学部

微生物工学科　助手

Ms. Nguyễn Thị Lệ
グエン・ティ・レ

阮氏涙

9
Mr. Nguyễn Hữu Cường
グエン・フー・クオン

阮有強

VNUA農学部

植物学科講師

7

Dr. Vũ Th ị Thu Hiền
ヴ・ティ・トゥ・ヒエン

武氏秋賢

VNUA農学部

植物遺伝・育種学科副学科長

Mr. Dương Đức Huy
ズオン・ドゥック・フイ

陽徳徽

Dr. Tr ần Tấn Ph ương
チャン・タン・フオン

陳訊芳

 Soc Trang 育種支場副場長

Mr. Nguyễn Thanh T ùng *
グエン・タイン・トゥン

阮清松

CRDI助手

Mr. Mai Văn Tân
マイ・ヴァン・タン

梅文新

CRDI研究員

Mr. Nguyễn Tuấn Anh
グェン・トゥアン・アイン

阮俊英

VNUA農学部

植物遺伝・育種学科

講師

＊） 公式なC/Pではない(プロジェクト雇用）だが、活動の中心的な役割を担っているスタッフ

Group 1: 遺伝資源チーム（Genetic Resources Team ）

CRDI研究員

6 May 2013: Farmers Trainings in Thai Nguyen and Lao Cai

10

11
Nguyễn Thị Mai Ph ương*

グエン・ティ・マイ・フオン

阮氏梅芳

VNUA農学部

作物学科　助手

13

14

Group 2: 植物育種チーム（Plant Breeding Team ）

2

1
Prpofessor, Dr. Tr ần Đức Viên
チャン・ドゥック・ヴィエン

陳徳園

VNUA学長

Dr. Ph ạm Văn Cường
ファン・ヴァン・クオン

范文強

VNUA副学長

Dr. Nguyễn Văn Hoan ＊

グエン・ヴァン・ホアン

阮文歓

CDRI（former RRI）前所長3

12

17

18

15

16

Lao Cai 省

農業農村開発局副局長

VNUA農学部

副学部長

－ 54 －
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Oct. 2011: Master at Tokyo University of Agr. & Tech.

2012, 2013, 2014: Short-term Research at Kyushu

Apr. 2012: PhD course at VNUA

Oct. 2014: Poster Presentation at IRC4

The person in charge of high-throughput genotyping

Apr. 2013 - Mar. 2015: Master course at Nagoya

Sep. 2014: Poster Presentation at ACSA8

May 2014: PhD at VNUA & Catholique De Louvain University
(Belgium)
Sep. 2014: Presentation at ACSA8

Jul. 2007: Engineer's degree at Russian State Agrarian University

Jul. 2011: Short-term Research at Kyushu

Sep. 2008: PhD at Kyushu University

2012, 2013, 2014 & 2015: Short-term Research at Ehime/Kyushu

Sep. 2014: Presentation at ACSA8

The person in charge of Nitrogen efficiency

Sep. 2011: Master at Utah State University

Dec. 2011: Agricultural Survey in the Northern provinces
Jul. 2012: Short-term Research at Ehime/Kyushu
The person in charge of drought tolerance

Oct. 2011: Short-term Research at Ehime/Kyushu

Sep. 2014: Master degree at Ehime

Sep. 2014: Presentation at ACSA8
The person in charge of Nitrogen efficiency

Oct. 2012: Master at Kyushu University

Sep. 2014: Poster Presentation at ACSA8
Oct. 2014: PhD course at Kyushu
The person in charge of cold tolerance

Jun.2011: Short-term Research Ehime/Kyushu

Dec.2012: Short-term Research Ehime/Kyushu
Sep. 2014: Poster Presentation at ACSA8
Aug. 2015 (expected): PhD at VNUA
The person in charge of ecological test

Oct. 2011: Master degree at Gottingen

Jul. 2012: Short-term Research Kyushu

Oct. 2012 - Sep. 2015: PhD course at Kyushu

Sep. 2014: Presentation at ACSA8

in charge of water absorption and utilization

Jul. 2007: Bachelor degree at St. Petersburg State

Oct. 2011: Short-term Research Ehime/Kyushu
Nov. 2012: Master degree at VNUA

Dec. 2011: Agricultural Survey in the Northern provinces

Jul. 2012: Short-term Research Ehime/Kyushu
Dec.2012: Short-term Research Ehime/Kyushu
Apr. 2014: Master course at Kyushu

Oct 2007: Master degree at VNUA

Mar. 2014: PhD at Nagoya University

May 2012, graduated Advanced Education Program b/w VNUA and
UC Davis, USA
The person in charge of the managenemt of PPP laboratory

＊） 公式なC/Pではない(プロジェクト雇用）だが、活動の中心的な役割を担っているスタッフ

＊） 公式なC/Pではない(プロジェクト雇用）だが、活動の中心的な役割を担っているスタッフ

Dr. Tăng Th ị Hạnh
タン・ティ・ハイン

僧氏杏

VNUA農学部

作物学科学科長

Ms. Dương Th ị Thu Hằng
ズオン・ティ・ハン

陽氏秋月

Mr. Nguyễn Quốc Trung
グエン・クオッ・チュン

阮国中

VNUA生物工学部

分子生物・応用生物工学科講師

Mr. Phùng Danh Huân
フン・ザイン・フアン

脹名勲

CRDI研究員

CRDI研究員

CRDI研究員

Mr. Đàm Văn Hưng
ダム・ヴァン・フン

談文興

Ms. Nguyễn Thị Thu
グェン・ティ・トゥ

阮氏秋

VNUA農学部　植物遺伝・育種学科副学科長,
CRDI副所長

Group 4: 植物防疫・農業普及・バイオテクノロジー・チーム（Plant Protection, Agricultural Extension and Biotechnology Team ）

39 2003: PhD at HUA

Dr. Tr ần Văn Quang
チャン・ヴァン・クアン

陳文光

Dr. Nguyễn Thị Thúy Hạnh グェン・ティ・

トゥイ・ハイン阮氏翠杏
VNUA生物工学部

生物学科　講師

Phạm Thị Ngọc
ファム・ティ・ンゴック

范氏玉

VNUA農学部

植物遺伝・育種学科

講師

37

38

29

30 Oct. 2012: Master at Kyushu University

33

34

Mrs. Nguyễn Thị Ái Ngh ĩa
グエン・ティ・アイ・ニア

阮氏義

VNUA農学部　実験手法・生物統計学科　講師

VNUA農学部

栽培学科　講師

Dr. Tr ần Thị Thi êm
チャン・ティ・ティエム

陳氏睡

35

36

Mr. Vũ Duy Hoàng
ヴ・ドゥイ・ホアン

武唯黄

　

VNUA農学部

栽培学科　補助講師

Mr. Đoàn Công Đi ển
ドアン・コン・ディエン

団公典

VNUA農学部

作物学科 　助手

Dec. 2011: Agricultural Survey in the Northern provinces

Ms. Đinh Mai Thùy Linh
ディン・マイ・トゥイ・リン

丁梅陲霊

19

20

23 Oct. 2011: Short-term Research at Kyushu

Mrs. Nguyễn Thị Ph ương Dung
グエン・ティ・フオン・ズン

阮氏芳容

VNUA農学部

植物生理学科　講師

22 Oct. 2008: Master degree at VNUA

Dr. Nguyễn Văn Phú
グエン・ヴァン・フー

阮文富

24

25

27

28

Group 3: 植物生産生理チーム（Plant Production Physiology Team ）

26

32 Dec. 2011: Agricultural Survey in the Northern provinces

Ms. Phan Th ị Hồng Nhung
ファン・ティ・ホン・ニュン

潘氏紅絨

Mr. Nguyễn Văn Lộc
グエン・ヴァン・ロック

阮文禄

Ms. Nguyễn Thị Ngọc Dinh
グエン・ティゴッ・ズィン

阮氏玉営

VNUA農学部　実験手法・生物統計学科　講師

Mrs. Đỗ Thị H ường
ド・ティ・トゥ・フオン

杜氏鴻

Dr. Hồ Thị Thu Giang
ホ・ティ・トゥ・ジャン

湖氏秋江

VNUA農学部

昆虫学科　学科長

VNUA農学部

作物学科 副学科長

VNUA農学部

作物学科 　講師

VNUA農学部

作物学科 　講師

HVNUA農学部　植物生理学科　学科長

VNUA農学部

栽培学科　助手

21

31 VNUA農学部　実験手法・生物統計学科　学科長
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2003: Bachelor at South China Agriculture University

2009: Master degree at Philippines
Currently under PhD course at Belgium

41
Dr. Lê Ngọc Anh

レ・ゴック・アイン

梨玉英

VNUA農学部

昆虫学科　講師
Oct. 2011: PhD at Kyushu University

2007: PhD at Queensland University of Technology, Australia

The person in charge of virus resistance experiment

2010: PhD at HUA

Dec. 2011: Farmers' Training in Thai Nguwen/Lao Cai
Sep. 2012: Farmers' Training in Thai Nguwen/Lao Cai

46 2008: PhD at Russian State Agrarian University

45 2006: PhD at Russian State Agrarian University

44

42

43 2006: PhD at The University of Sydney, Australia

Dr. Hà Viết Cường
ハ・ヴィエッ・クオン

河書強

VNUA農学部

副学部長

40

Dr. Nguyễn Văn Giang
グエン・ヴァン・ジャン

阮文江

VNUA生物工学部

微生物工学科　学科長

Dr. Nguyễn Thanh Hải
グエン・タイン・ハイ

阮清海

VNUA生物工学部

植物生物工学科　講師

VNUA農学部

植物病理・農業薬学科　学科長

Dr. Tr ần Nguyễn Hà
チャン・グェン・ハ

陳阮河

Dr. Hoàng Đăng D ũng
ホアン・ダン・ズン

黄登勇

VNUA 化学技術室　研究員

Mr. Nguyễn Đức T ùng
グェン・ドゥック・トゥン

阮徳松

VNUA農学部

昆虫学科　講師
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ン

タ
ー

は
独

立
採

算
制

と
な

り
、
農

業
省

か
ら

の
予

算
配

分

は
な

い
。

従
い

同
セ

ン
タ

ー
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
成

果
と

そ
れ

を
応

用
し

た
モ

デ
ル

な
ど

を
前

面
に

押

し
出

し
、

農
業

省
、

科
学

技
術

省
、

地
方

政
府

、
民

間
セ

ク
タ

ー
、

JI
C

A
を

含
め

た
国

際
ド

ナ
ー

な
ど

か
ら

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

資
金

調
達

を
図

ら
ね

ば
な

ら
な

い
が

、
管

轄
省

で
あ

る
農

業
省

の
研

究
資

金
ひ

と

つ
を

と
っ

て
み

て
も

、
同

セ
ン

タ
ー

の
若

手
研

究
員

が
、

自
力

で
こ

れ
を

獲
得

す
る

の
は

、
ま

だ
難

し

い
と

見
ら

れ
る

（
教

育
省

か
ら

農
業

省
に

移
管

後
一

年
間

の
農

大
全

般
の

資
金

獲
得

実
績

は
無

い
）
。

 
（

４
）

人
材

育
成

の
強

化
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

を
通

じ
て

、
若

手
C

/P
の

知
識

・
技

術
は

向
上

し
た

も
の

の
、

こ
れ

ら
の

知
識
・
技

術
は

実
験

手
法

に
関

連
す

る
限

定
的

な
も

の
で

あ
り

、
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

計
画

し

主
体

的
に

実
施

す
る

と
い

う
総

合
的

な
能

力
の

レ
ベ

ル
に

は
至

っ
て

い
な

い
。

若
手

C
/P

が
こ

う
し

た
総

合
的

な
能

力
を

習
得

し
て

い
く

た
め

に
も

、
日

本
側

専
門

家
及

び
シ

ニ
ア

C
/P

は
適

切
な

指
導

を
行

い
、

人
材

育
成

を
強

化
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
 

中
間

レ
ビ

ュ
ー

当
時
（

20
13

年
8
月

）
は

、
研

究
対

象
で

あ
る

素
材

育
成

が
完

了
し

か
け

た
段

階
で

あ

り
、

そ
れ

以
前

は
有

望
系

統
開

発
の

た
め

の
世

代
促

進
に

注
力

せ
ざ

る
を

得
な

か
っ

た
。

そ
れ

ま
で

の

技
術

移
転

が
機

材
の

使
用

方
法

な
ど

の
み

に
特

化
さ

れ
た

の
は

そ
の

た
め

で
あ

る
。
し

か
る

に
、

20
13

年
央

以
降

は
、
研

究
対

象
で

あ
る

有
望

系
統

が
順

次
ベ

ト
ナ

ム
側

に
移

管
さ

れ
、
技

術
移

転
を

施
す

C
/P

が
絞

り
込

ま
れ

、
こ

れ
ら

の
人

材
の

育
成

が
強

化
さ

れ
た

 

（
５

）
研

究
活

動
成

果
の

発
信

 
日

本
側

専
門

家
及

び
ベ

ト
ナ

ム
側

C
/P

双
方

は
、

論
文

発
表

、
学

会
発

表
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

及
び

セ
ミ

ナ
ー

開
催

等
を

通
じ

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
研

究
活

動
成

果
の

発
信

を
強

化
し

て
く

こ
と

が

求
め

ら
れ

る
。

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

期
間

の
後

半
で

は
、

研
究

成
果

の
発

信
が

活
発

に
行

わ
れ

た
。

20
15

年
8
月

時
点

で
、

42
編

の
研

究
論

文
が

発
表

さ
れ

て
い

る
（

国
内

28
編

、
海

外
14

編
）
。

42
編

の
論

文
中

、
29

編
で

ベ

ト
ナ

ム
側

の
C

/P
が

執
筆

者
と

し
て

名
前

を
連

ね
て

い
る

。
移

転
さ

れ
た

知
見

に
つ

い
て

は
、

今
後

、

実
践

を
通

じ
て

更
に

強
化

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。
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 ＜面談録＞１

面談先 ベトナム国立農業大学

日時 7 月 20 日　14;00-

場所 ベトナム国立農業大学

先方 ベトナム側カウンターパート

我が方 東野（評価分析）

要旨 Dr. Vũ Hồng Quảng ・ 遺伝資源チームリーダー

・ 2011 年 10 月に、VNUA で博士号取得。

・ 2011 年 12 月に短期派遣で、九州大学に派遣。DCG66 開発

の担当者。

・ 論文 2 編とポスター発表あり。

・ 現在、九州大学から移管された遺伝子と VNUA で開発した

遺伝子のデータベースを管理している。

・ プロジェクトでは、育種に関する進んだ技術を広く学べて

大変良かった。

ヴ・ホン・クア

ン（武紅広）

Vice Director, 
CRDI 作物開発研

究所　副所長

Mr. Nguyễn Thanh Tùng ・ 2008 年 10 月 VNUA で修士号取得 
・ 短期生育型と高収量型系統の開発担当。植物育種ラボ管理

担当。

・ 2014 年 10 月（IRC4）でポスタープレゼンテーション実施。

・ 論文1編と2014年10月（IRC4）でポスタープレゼンテーショ

ン実施。

・ プロジェクトでは報告書作成や、プレゼンテーションの能

力が向上したと思う。

グエン・タイン・

トゥン（阮清松）

作物開発研究所

　助手

Dr. Vũ Thị Thu Hiền ・ 植物育種チームリーダー

・ 2008 年 4 月九州大学にて博士号取得。2013 年 1 月、九州

大学に短期派遣。白枯葉病抵抗性遺伝子の開発担当者。

・ プロジェクト終了後も選抜育種を続け、新たなイネの品種

を開発していくと思う。

・ プロジェクトの参加者は意欲に富み、コミュニケーション

も良好だった。

・ イネの作付期の前後では、特に頻繁にミーティングを開催

し、作業の段取りを共有している。

・ ベトナムは多様な気候環境を有する国であり、病虫害は深

刻な問題である。病虫害抵抗性を持つ作物の開発はベトナ

ムにとって極めて重要だと考える。

ヴ・ティ・トゥ・

ヒエン（武氏秋

賢）/ 農学部　植

物遺伝育種副学

科長

 Mr. Nguyễn Quốc Trung ・ 2011 年 10 月、東京農工大で修士。

・ 2012, 2013, 2014 年、九州大学に留学。

・ 2012 年 4 月、VNUA にて博士課程入学。

・ 2014 年 10 月 IRC4 でポスタープレゼンテーション高速大容

量ジェノタイピング担当。

・ 高速大容量ジェノタイピングシステムを使いこなせる研究

者は、VNUA ではまだ少なく、自分を含めて 2 名くらい。

・ システムの利用も敷居が高いが、その前段階として、バイ

オインフォマティックスの知識や、ビーズアレイの設計な

どの知識が必要で、アメリカの会社とのやりとりも求めら

れる。一度、その段階をクリアすれば、一度に多くの遺伝

子の分析が出来るので、非常に有効である。

グエン・ク

オッ・チュン

（阮国中）/ バイ

オテクノロジー

学部　分子生

物・応用バイオ

テクノロジー学

科　講師
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・ MARD の予算獲得には、短期間で成果をあげる研究テーマ

が求められると理解している。遺伝子の研究というテーマ

ではなかなか予算が付かない。

・ VNUA の講師を務める C/P は、修士や博士課程に在籍する

一部のものを除いて、フルタイムでのプロジェクトへの参

画は出来ていない。

Mr. Phùng Danh Huân ・ 2015 年 3 月、名古屋大学にて修士課程修了。

・ 2014 年 9 月、ACSA8 にてポスタープレゼン。

・ 今年の三月末に、日本から帰国し、プロジェクトに配置さ

れた。日本で学んだ技術（植物遺伝学と分子生物学）の内

容を、研究室のスタッフに伝えていきたいと考えている。

・ プロジェクトは、ベトナムのイネの有望系統を開発し、農

家の収入の向上に大きなインパクトをもたらしたと考え

る。また、VNUA の研究者の能力も向上したことから、他

の研究者への波及も考えられる。

 
フン・ザイン・

フアン

（脹名勲）/ 作物

開発研究所　研

究員

Ms. Nguyễn Ngọc Hòa ・ 2014 年 10 月、IRC4 にてポスタープレゼン（両者）。

・ Ms. Hòa（植物育種ラボ） 
・ Ms. Phoung: 2012 年 VNUA を Advanced 教育プログラムに

て UC Davis に留学。

・ Ms.Phuon が種苗の管理を担当し、育種素材として提供し、

その遺伝子の分析を Ms.Hoa が行うという一連の業務の流

れで、常に二人で連携して研究活動をしている。

・ 将来は、修士・博士課程と進んでいきたいし、実際にその

計画を持って進めている。

・ プロジェクトについては、いろいろなことを学べて、改善

のためのコメントを求められても、特に思いつかない。プ

ロジェクトにより、国際水準の育種の研究を、最新の設備

で行う事が出来るようになった。

・ 日本人専門家とのコミュニケーションという意味では、

R.Angeles 先生の指導の下にずっとやってきていて、勉強し

てきて多くのことを学んだ。

・ プロジェクトで供与された機器も適切に使用されている。

プロジェクト終了後に、人材や設備を有効に活用していく

ことを期待する。

・ 研究室で使用した試薬等の化学物質は、外部の業者に委託

して処理しており、問題は無い。

 
グエン・ンゴッ

ク・ホア（阮玉

和）/ バイオテ

クノロジー学部

微生物バイオテ

クノロジー学科

　助手

Nguyễn Thị Mai Phương

グエン・ティ・

マイ・フオン

（阮氏梅芳）/ 農
学部　作物学科

　助手
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＜面談録＞２

面談先 ベトナム国立農業大学

日時 7 月 21 日

場所 ベトナム国立農業大学

先方 Dr. Nguyễn Văn Hoan

我が方 東野（評価分析）

要旨 *
Associate Professor Dr. Nguyễn Văn 
Hoan

・ 1976 年、ブルガリア　Plidiv 大学卒 
・ 植物育種分野のアドバイザー

・ プロジェクトは全体的に良い成果をもたらしたが、敢えて

言えば、ベトナム側には以下の課題があった（ある）。

1）昆虫に対する抵抗性に関する評価について：昆虫の飼

育や増殖・管理は専任がいないと難しい。2013 年までは

Mr.Tuan Anh が担当していたが、オーストラリアに留学する

ために VNUA を離れている。そのため、現在、当方では、

この試験に対応出来ず、日本で行う事としている。（これま

でに C/P の離脱は 2 名）

2）イルミナ社のビーズアレイは、試薬が製造中止になるた

め 2017 年以降の使用は難しい。次世代シークエンサーの購

入について MARD と Dr.Cuong が協議しており、基本的な

了解を得ているようだが、詳細は知らないので、Dr.Cuong
に確認して欲しい。

3）若手研究者の能力の向上は明白だが、まだ、政府から予

算を獲得した実績が乏しい。当面は、経験ある研究者を中

心に、いろいろな財源（MARD･MOST・MOET や国際機関）

から予算を獲得するように努力することになると思う。個

人的にはなんとかなるのではないかと思っている。

グエン・ヴァン・

ホアン（阮文歓）

/ 元ベトナム農業

大学作物開発研

究所（旧イネ研

究所）所長　（今

年体調を崩し入

院されたが、リ

ハ ビ リ の 結 果、

復帰された由）

＜面談録＞３

面談先 ベトナム国立農業大学

日時 7 月 21 日

場所 ベトナム国立農業大学

先方 Dr. Phạm Văn Cường（プロジェクトマネージャ）

我が方 東野（評価分析）

要旨 Dr. Phạm Văn Cường ・ プロジェクトマネージャー

・ 2004 年琉球大学にて博士号取得

・ 2011 年 10 月 / 九州大学、名古屋大学、JICA、JST、NIAS
にて会議。

・ 2012/2013/2014/2015: 短期研修派遣

・ プロジェクトの前半は、プロジェクト活動の全てに亘り、

自分が中心となって管理してきたが、副学長になってから

は、徐々に管理を各チームのリーダーに任せるようにして

きた。但し、今でもミーティングを行って情報を共有する

ようにしている（早朝から夜まで多忙である）。

ファン・ヴァン・

クオン（范文強）

/ ベトナム農業大

学　副学長
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・ C/P の一部は、博士課程や修士課程の学生にすることで、

プロジェクトの研究に専念できるようにしてきた。しかし、

多くの C/P は、まだ、講義に時間を費やし、研究に時間を

割けないでいる。

・ ベトナムの行政の手続きは非常に時間がかかる。設備の購

入も、まず VNUA に申請・承認された後で、MOET（MARD）

に申請・承認、その後 MPI、MoF への申請・承認を経ない

といけない。プロジェクトの初期には、時間を稼ぐために、

自ら足を運んで、手続きを進めざるを得なかった。

・ 今般、CIPR を設立することになったが、その主体は、プロ

ジェクトで整備された植物育種実験室（育種実験室）と作

物生産生理学実験室（作物実験室）の研究者が主体となる。

まだ、現時点では、若手の研究者が外部からのファンドを

獲得できていないが、シニアレベルの研究者は、散発的で

はあるが、予算を勝ち取ってきている。シニアと若手を組

み合わせて、徐々に資金調達が出来る組織に強化していき

たい。

・ MARD の予算を獲得するのは現時点では難しい。

・ 政府からの指示で VNUA は、ベトナムの農業の再編を行う

主体となることを目指している。国際協力機関など、外国

のファンドを得ることが必須である。

・ 予算確保のためには、JICA などの国際協力機関、MARD、

MOET、MOST 等ベトナムの中央政府、ゲアン省などの地

方政府など、広い範囲でファンド獲得の努力をしていく。

但し、基礎教育の充実も重視していく。

・ 今後、プロジェクトが獲得できれば、次世代シークエンサー

などの購入も検討したい。

＜面談録＞４

面談先 Thai Nguyen 省 Phu Luong 郡 Phan Me Commune　視察

日時 7 月 22 日 10：00-

場所 Phu Luong 県農業農村開発局

先方 普 及 員 3 名（Ms.Yen/Ms. Vu Thi Luong/Ms. Chien/Ms.Nguyen Thi Thany） と 農 民 2 名（Mr.Phou/
Mr.Minh）

我が方 東野（評価分析）井芹専門家　Dr. Vũ Hồng Quảng/Ms.Linh

要旨 ‐ JICA プロジェクトへの協力への謝意と今回の訪問の目的を説明。

‐ この地域では DCG72 を 2015 年の春作で栽培した。今は 2 作目の秋作を栽培中。収量は 6.0 ト

ン /ha 程。栽培期間が KD18 と比べて 10 日ほど短く、味も良いので農民は栽培に前向きだが、

今は、まだ、有望系統の位置づけで、品種登録されていないため、普及員としても農民に勧め

づらいとのこと。

‐ 地域の灌漑用水の水源は近くの湖で、水不足は無い。農民の所有する農地は平均して 3sao（約

0.1ha）ほど。コメは自家消費とのこと（井芹さんによれば、以前の同地区での聞き取りでコメ

（KD18）は売っていたとのこと。KD18 は食味に難ありとのことで、DCG72 に変えて味が良い

ので、自家消費している？）

‐ 参加した普及員と農民は DCG72 の研修に参加した。
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‐ 研修の感想は ? ←良い研修だったと思うが、DCG72 の栽培について、普及員として農民に技術

指導するだけの経験が無い。他の地域でどのような生育状況なのか見てみたい。適切な生育状

況を家訓したい（研修後のフォローアップの必要性。Dr.Quang が普及員と連絡先を確認し必要

に応じて相談にのることとした）

‐ 地区には 2000 名の農民がいるが、まだ、DCG72 を栽培しているのは 9 農家のみ（まだ有望系

統の段階）

‐ DCG72 は KD18 に比べて、施肥の量は多くなる（栽培ガイドライン）

＜面談録＞５

面談先 Thai Nguyen 省 Hop Thanh Commune

日時 7 月 22 日 11：00-

場所 Hop Thanh Commune 役所

先方 Mr.Dai/Ms.Nguyen Thi Thu Chien（普及員）及び農民（女性）3 名

我が方 東野（評価分析）井芹専門家　Dr. Vũ Hồng Quảng/Ms.Linh

要旨 ‐ このコミューンの住民は 2800 名。人口の 90％は農業に携わる。コメ、茶、果樹、メイズ、野菜、

木材が主な農産物。

‐ 3 名の農民は、① DCG31 を１作、DCG66 を２作、② DCG31 を２作、DCG66 を１作、③

DCG31 を１作、DCG66 を 1 作栽培した。

‐ DCG66 は昨年栽培したが、今年は Bao Thai 品種（収量が低いが香りが良くて、この地域で特に

好まれる。市場価格も良い）を、普及員の指導で秋作に作付けしている。DCG66 の評判も悪く

ないようだが、Bao Thai の方が好まれている。今年は、DCG31 の栽培に種籾と肥料・農薬が支

給されたので DCG31 を栽培している農家が 10 農家ほどいる。

＜面談録＞６

面談先 （Thai Nguyen Seed Joint Stock Company） An Khan 試験圃場視察

日時 7 月 22 日　13：45-

場所 An Khan 試験圃場

先方 An Khan 試験圃場場長

我が方 東野（評価分析）井芹専門家 Dr. Vũ Hồng Quảng/Ms.Linh

要旨 ‐ 農場の全面積は 17ha（圃場は 13.5ha） 職員は全 20 名（所長、技師、人夫）

‐  SATREPS の研究に使用しているのは 0.36ha（18 プロット）

‐ DCG72/31 について、窒素の投入条件を変えて、生育状況の変化と差違を見ている。

＜面談録＞７

面談先 Thai Nguyen Seed Joint Stock Company 

日時 7 月 22 日 15：30-

場所 Thai Nguyen Seed Joint Stock Company

先方 Mr.Quan/Ms.Oanh

我が方 東野（評価分析）井芹専門家　Dr. Vũ Hồng Quảng　 Ms.Linh

要旨 ‐ Thai Nguyen Seed Joint Stock Company は、2010 年に VNUA からの依頼もあり、JICA/SATREPS
の研究活動に協力してきている。

‐ 今後も優れた品種を生産し、北部ベトナムの農家に供給したい。

‐ 現在は、活動をやめているが、2 年前にはジャポニカ米を日本に輸出（100 トン）したこともあっ

た。（DS1 USD1800/ トン）
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＜面談録＞８

面談先 ベトナム国立農業大学

日時 7 月 23 日 9：00-

場所 ベトナム国立農業大学

先方 ベトナム側カウンターパートへの聞き取り

我が方 東野（評価分析）

要旨 ① 9：00- Dr.Hanh への聞き取り

・ PPP チームのリーダーとして、このプロジェクトで有望系統（DCG72/66 等）

の生理学的検定を行ったほか、環境適応性試験、DCG19/31/66/72 の 4 種類の栽

培ガイドラインの作成に携わってきた。今後はこれらの研究活動の継続の他、

新たに設立された CIPR の中心メンバーとして運営に参加していくこととなる。

JICA プロジェクトでは、技術的な面でのアドバイスと共に、供与された機材で

研究を進めることが出来た。

・ 現在、ベルギー政府の資金で、北ベトナムの沿岸地域を対象に、コメの生産

と窒素の投入の関係について研究を進めている（2 万ユーロ、2017 年まで）。

JICA のプロジェクトの存在が大きくて、来年からは、非常に厳しいと考えてい

るが、Dr.Quong の下で頑張るしかない。MARD の研究資金は潤沢であると理

解しているが、結果を早急に求められるので、研究テーマによっては、資金獲

得が難しい。吉村先生のアドバイスの他、浜岡さんが長期に滞在してくれるの

で、プロポーザルの書き方など、助けてもらっている。

② 9：30- Dr.Hang への聞き取り

・ 九州大と愛媛大で研究を行った経験がある。先週、博士課程を終えて、学位を

取得した。これからは、植物生産生理学研究室の中心的な存在として、活躍が

期待される。

・ JICA プロジェクトでは、設備の充実を始め、技術的な指導を受けられたことに

感謝している。そのほか、有望系統の普及で、農民との交流をしたのが、自分

にとっては大変勉強になった。このような機会が無ければ、実験室での作業と

論文作成で終わっていたと思う。

③ 9：50- Ms.Nhung への聞き取り

・ 愛 媛 大 で 修 士 号 を 取 得。 今 般、CUD（Cooperation University Development: 
IMARES）プログラムで、ベルギーへの派遣が決まった。研究テーマは、「北ベ

トナムの沿岸地域を対象に、コメの生産と窒素の投入の関係」を扱う。4 年間

のプログラム（-2019）であり、終わったら、また、VNUA で研究を続けたい。

④ 10：00-Ms.Linh への聞き取り

・ 2012 年、VNUA の Advanced Education Program（ VNUA と UC Davis による英

語で行われる 4 年間のプログラム）を卒業し、2013 年から作物学科の助手とし

て勤務（雇用はプロジェクト）

・ 作物生産生理実験室の管理全般を担当している。設備の故障（頻度は低い）が

あるくらいで問題は無い。

・ 今後は、短期生育型のイネに関する研究を行いつつ、自分の将来を考えたい。

今の所は研究助手を続けていくが、将来研究者になるなら、修士や博士の取得

も必要になるので、努力をしていきたい。
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＜面談録＞９

面談先 Lao Cai 省　種子センター

日時 7 月 24 日（金）

場所 Lao Cai 省　種子センター

先方 Mr. Bui Quoc Liem, Vice Director/Ms.Do Thi Bac

我が方 東野（評価分析）井芹専門家　Mr. Nguyễn Thanh Tùng

要旨 ・ Lao Cai 省の種子センター（Lao Cai Seed Agricultural Technology Transfer Center）は、1992 年に設

立された。省内の農産物生産のための研究、植物の新品種の試験、多くの種類の種子の生産と

供給を行う。センターには 61 名の職員がいる。センターには、研究試験用のネットハウス、温

室、研究用圃場、種子実験室などがある。

・ 2011 年から 2015 年までの間に、MARD は LC25/LC212/LC270/Viet Huoung135 をイネの新品種

として承認した。現在、当センターは、Van Huong、Tan Thinhn 等の高収量品種の育種と VCU
を行っている。イネの他にも、果樹の育種を行っており、フランス、オーストラリア等の協力

を得ている。野菜では、ジャガイモの空中栽培も良好な結果を得ている。

・ コメの種子生産については、ハイブリッド米（LC25/LC212/LC270/Viet Huong 135/Seng Cu 等）

を毎年 300ha 以上（600-700 トン）生産している。

・ JICA プロジェクトについての試験実績は以下の通り。

①  2014 年秋作：Coc San コミューン Tong Chu1 村で DCG19 を 3 名の農家が栽培。面積 2000m2

収量 6.5ton/ha
②  2015 年春作：Coc San コミューン Un Ta 村で DCG31 を 4 名の農家が栽培。DCG72 を 9 名の

農家で栽培。作付面積は 12,000m2。平均収量は 6.2ton/ha
③  2015 年秋作。Un Ta 村で DCG31 を 4 名の農家が栽培中。DCG72 を 5 名の農家で栽培。作付

面積は 7,000m2。

・ 来年は、Lao Cai 省の他の県にも、DCG72 の栽培を拡大していく方針。DCG72 は短期生育型で、

収量も良く、3 期作に可能性が見いだせるからである。

＜面談録＞ 10

面談先 Bat Xat 試験場

日時 7 月 24 日 9：50-

場所 Bat Xat 試験場

先方 場長 Mr. Tran Trung Diep

我が方 東野（評価分析）井芹専門家　Mr. Nguyễn Thanh Tùng

要旨

・ DCG72 の環境適応性試験を実施中。試験プロットは 2000m2。

Mr. Diep は Thai Nguyen 大学で育種を学び、昨年、Dr.Cirrusuong の下で VNUA で修士号を取得した。

試験プロットのレイアウトや、対象遺伝子、育種のことなどプロジェクトの活動を通じて学ぶこ

とが出来た。

＜面談録＞ 11

面談先 Coc San コミューン視察

日時 7 月 24 日 11：00-

場所 Coc San コミューン

先方 Ms.Ha（普及員）

我が方 東野（評価分析）井芹専門家　Mr. Nguyễn Thanh Tùng
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要旨 ・ 村では、昨年の秋作から DCG72 と DCG31 を試験的に栽培している。

・ DCG72 は食味が良いし、生育期間が短いので、二作コメを作り、間にメイズや野菜などの栽培

が可能である。普及する可能性が高いと考える。

＜面談録＞ 12

面談先 Soc Trang 育種支場視察

日時 7 月 27 日 9：00-

場所 Soc Trang  育種支場

先方 Dr. Phuong（プロジェクトカウンターパート / 育種支場長（Soc Trang 省農業局副局長）

我が方 東野（評価分析）井芹専門家 Mr. Nguyễn Thanh Tùng

要旨

・ 現在の面積は 2ha 程度。職員は 6 名。2011 年 11 月に完成し、プロジェクト活動の世代促進に

貢献した。将来は、周辺の農家の土地を買い取り、拡大したい。現在、Soc Trang 省の資金で部

分的な整備を進めている。Soc Trang は海から 40 キロ程度で、平坦な地形なので、海水の遡上

によるイネ栽培への被害を抑えることが重要な課題となっている。今は、水の塩分濃度を測って、

塩分濃度が高くなったら、農家に知らせる形で対応している。将来は、塩分に強いイネの品種

の開発を行っていきたい。

・ 地域では、高収量品種の ST20 が広く栽培されている（Soc Trang 省としてテレビで宣伝するな

ど普及活動を行った）。ST20 には、塩分に強い遺伝子が組み込まれている。また、周期的にやっ

てくる BPH の被害への対策も重要である。Soc Trang は気候と水に恵まれており、年間を通じ

てイネの栽培が可能。（水源は、乾期はメコン河）

・ WFP1 や GN1a について、北ベトナムではあまり明確に発現しなかったが、Soc Trang では発現

するかもしれないという専門家の予測に基づく試験も行われている。

＜面談録＞ 13

面談先 Nge Anh 省視察

日時 8 月 4 日 8：00-

場所 Nghe An 省

先方 Nghe An 省　Seed Center Mr.Bac Hiu（Vice Director）・ Mr. Nguyen Due Tsung（Director）他

我が方 本村、大塚、国分、小平、東野、JICA ベトナム事務所所長以下 5 名、井芹専門家

要旨 ・ 8:00 ホテル発。Hung Nguyen 郡へ移動。Nge Anh 省は、

平地は少ない。ラオス国境の山岳地帯が多くを占めてい

る。今回訪問した地域は低湿地で、9 月以降は洪水の被

害を受け、船で行き来することもあるとのこと。

・ Nghe An 省の Seed Center（Mr.Bac Hiu（Vice Director）, 
Mr.Nguyen Due Tsung）と農民から話を聞く。現在この

コミューン（Hung Tan Commune）では 3ha の DCG72 が

農民によって作付けされており、生育期間が短いため、

9 月の洪水シーズンまでに収穫が出来る品種として期待

されている。これまで P6mutant などの短期生育品種（85
日）なども栽培されたが収量が低かったため広がらな

い。5 月—6 月くらいに灌漑水が足りない時期があり、水

がある時に短期間に済ませたいために、労力が少ない直

播によって作付けが開始されるとのこと。
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10;00--Nam Dan 郡着。

・ プロジェクトの有望系統が栽培されている圃場を見学。5 月 11 日に苗を蒔き、5 月 24 日に田植

えを行った（この付近は田植えを行うとのこと）。現在 38 名の農家が DCG72 を栽培している。

栽培面積は 4ha 位。圃場の周辺の作物：ゴマ、ダイズ、黒豆、緑豆、スイカ、サツマイモ、キャッ

サバ、落花生など。このあたりも洪水の被害を受ける。今栽培している DCG72 は 9 月 15 日に

は収穫出来る予定。

昼食後 Yen Thanh 郡へ移動

15：30-Do Thanh Commune.DCG72 と DCG18 の比較試験を実施中。20m2 x 21 プロット。

Mrs. Nhung （Director）
16：30-Cong Thanh Commune
・ 農民が作付けのために DCG72 等の種子を増殖している圃場を見学。生育状況は良好。除草剤

として sofit300 という薬剤を一度使用したとのことで雑草は殆ど見られなかった。

＜面談録＞ 14

面談先 Ministry of Agriculture and Rural Development（MARD）農業農村開発省

日時 8 月 7 日 11：00-

場所 ハノイ市 MARD 事務所

先方 Dr. Nguyen Anh Minh（Deputy Director）, Dr. Dang Quang Huy

我が方 本村、大塚、東野、井芹専門家、吉村プロジェクトリーダー、緒方専門家

要旨 ・ MARD としては評価団による本プロジェクトの終了時評価に満足している。プロジェクトで日

本から供与された機材については、継続的に活用していくとのこと。

・ プロジェクト成果を持続させるべく、MARD は Center of Plant Research, Japan/Viet Nam（CIPR）
のラボ運営やスタッフ雇用に係る予算措置を行う計画である。また Department of Finance と

Department of Planning も予算計画を策定している状況である。

・ 団長より、基礎研究に関する予算を適切に確保する必要性について言及。

・ 現在申請中の技術協力プロジェクトが採択されなかった場合の、研究活動を継続するための予

算措置の必要性について両者で共有。大学側が MARD に予算計画を提出し、そのうち予算措置

がなされない活動については、MARD による Call for Proposal を実施、大学や研究機関によるプ

ロポーザルの提出をもって採択されたものに予算措置を行うこととする。
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